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最
近
の
ブ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
（
弓
蕊
語
ε
に
つ
い
て

中

澤

精
　
次
　
郎

は
　
し
　
が
　
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
一
九
五
七
年
一
〇
月
の
曙
富
卜
日
Φ
旨
＄
昌
ω
這
言
o
暫
μ
q
国
鱒
馨
目
盲
8
霊
昌
即
①
≦
①
名
誌
に
U
即
且
巴
Z
．
鼠
8
房
の
論
文
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
論
丈
は
、
ソ
蓮
邦
共
産
窯
中
央
委
員
會
が
、
五
月
一
日
の
メ
ー
デ
ー
と
コ
月
七
日
の
一
〇
月
杜
會
主
義
革
命
記
念
日
を
記
念
し

て
、
毎
年
、
獲
表
し
績
け
て
き
た
一
九
五
七
年
五
月
に
至
る
ま
で
の
間
の
歎
多
く
の
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
（
自
喜
ω
臣
ε
を
概
観
し
、
　
一
九
五
七
年
の

メ
ー
デ
ー
の
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
の
特
異
性
を
そ
れ
以
前
の
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
と
の
比
較
に
お
い
て
明
か
に
す
る
と
と
も
に
、
か
か
る
特
異
性
を
ソ

蓮
の
時
の
鉗
外
的
な
ら
び
に
封
内
的
な
政
策
と
關
蓮
づ
け
て
読
い
て
い
る
。
し
か
ら
ば
、
U
●
寅
8
富
に
よ
る
と
「
や
つ
と
の
こ
と
で
、
ソ
ヴ
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ト
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
・
メ
ー
ヵ
1
達
が
、
諸
ス
・
ー
ガ
ン
の
落
込
ん
で
し
ま
つ
た
瀕
死
の
状
態
に
大
謄
に
立
向
か
お
う
と
努
力
し
た
」
こ
と
を
示
し

て
い
る
と
見
ら
れ
た
】
九
五
七
年
五
月
以
後
の
、
す
な
わ
ち
最
近
の
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
は
い
か
に
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
通
常
、
五
月
一
日
な
ら
び
に
コ
月
七
日
の
二
、
三
週
間
前
の
、
ソ
連
邦
共
産
窯
中
央
委
員
會
機
關
紙
口
℃
臣
窓
の
第
一
面
に
襲
表
さ
れ
て

き
た
メ
ー
デ
ー
な
ら
び
に
革
命
記
念
日
の
た
め
の
諸
々
の
プ
リ
ズ
ィ
1
ヴ
ィ
、
別
言
す
る
と
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
、
㌦
を
記
載
し
た
諸
リ
ス
ト
は
、
こ
れ

　
　
　
最
近
の
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
（
目
℃
＝
浮
田
＝
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
（
二
二
九
）



　
　
　
最
近
の
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
（
昌
℃
器
＝
孚
一
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
（
二
三
〇
）

ら
を
相
互
に
比
較
し
て
み
る
と
、
∪
●
掛
8
募
の
實
護
的
な
研
究
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
一
つ
と
し
て
同
一
で
は
な
い
。
リ
ス
ト
に
よ
つ
て
プ
リ
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

イ
ー
フ
（
起
葛
旨
）
す
な
わ
ち
ア
ピ
ー
ル
の
歎
に
差
異
の
あ
る
の
は
無
論
の
こ
と
、
内
容
的
に
も
各
種
各
様
の
攣
化
が
、
表
現
上
の
い
わ
ば
片
言

隻
句
的
な
攣
化
を
も
含
め
て
、
現
に
認
め
ら
れ
る
。
し
か
ら
ば
こ
の
よ
う
な
攣
化
は
果
し
て
追
跡
に
憤
い
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
も
つ
て

反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
勲
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
際
に
忘
れ
て
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
追
跡
し
よ
う
と
す
る
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
の
攣
化
は
實
は

國
家
穫
力
の
は
な
は
だ
亘
大
な
、
し
か
も
非
公
開
的
な
性
格
の
彊
い
髄
制
の
下
、
構
力
の
諸
肚
會
領
域
へ
の
滲
透
の
著
し
い
歌
況
の
下
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

生
起
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
プ
リ
ズ
ィ
ー
フ
乃
至
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
と
い
う
語
は
、
今
日
の
ソ
連
に
お
い
て
は
、
特
定
の
ア
ピ

ー
ル
あ
る
い
は
ス
ロ
ー
ガ
ソ
の
み
を
意
味
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
黛
中
央
委
員
會
が
メ
ー
デ
ー
な
ら
び
に
革
命
記
念
日
の
た
め
に
用
意
す
る
ア
ピ

ー
ル
以
外
に
は
使
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
る
ま
い
。
と
は
い
え
か
か
る
事
實
は
、
勿
論
、
ブ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
に
み
ら
れ
る
歴
史
的

な
攣
化
の
具
髄
的
な
意
味
を
直
ち
に
傳
え
る
も
の
で
は
な
い
わ
け
で
あ
る
。
攣
化
の
個
別
的
な
追
跡
に
よ
つ
て
、
ソ
蓮
研
究
の
上
に
い
か
な
る
覗

角
あ
る
い
は
問
題
黙
が
與
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
か
か
る
観
黙
か
ら
本
稿
は
、
最
近
の
、
す
な
わ
ち
一
九
五
七
年
の
メ
ー
デ
ー
か
ら
一
九
六
〇
年
の
メ
ー
デ
！
に
至
る
ま
で
の
間
の
若
干
の
プ
リ

　
　
　
　
※
※
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
※
※

ズ
ィ
ー
ヴ
心
の
、
い
い
か
え
る
と
諸
リ
ス
ト
の
比
較
検
討
を
試
剃
る
。
な
お
、
リ
ス
ト
は
い
ず
れ
も
封
外
的
な
諸
ア
ピ
ー
ル
と
封
内
的
な
諸
ア
ピ

ー
ル
の
二
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
論
に
お
い
て
も
こ
の
構
成
を
尊
重
し
て
、
ま
ず
前
者
を
、
つ
い
で
後
者
を
取
上
げ
て
み
る

が
、
こ
の
黙
に
つ
い
て
さ
ら
に
一
言
し
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
い
ず
れ
の
リ
ス
ト
に
お
い
て
も
、
封
外
的
な
諸
ア
ピ
ー
ル
か
ら
な
る

そ
の
前
牛
と
封
外
的
な
諸
ア
ピ
ー
ル
か
ら
な
る
そ
の
後
牟
は
そ
れ
ぞ
れ
ま
た
二
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
、
交
響
曲
に
警
え
て
い
え
ば
、
い

ず
れ
の
リ
ス
ト
も
「
第
一
樂
章
的
な
諸
ア
ピ
ー
ル
」
、
「
第
二
樂
章
的
な
諸
ア
ピ
ー
ル
」
、
「
第
三
樂
章
的
な
諸
ア
ピ
ー
ル
」
、
「
終
樂
章
的
な
諸
ア

ピ
ー
ル
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
把
握
に
よ
つ
て
こ
そ
、
　
一
九
五
七
年
の
メ
ー
デ
ー
か
ら
一
九
六
〇
年
の
メ
ー
デ
ー
に
至
る

ま
で
の
間
の
諸
リ
ス
ト
の
相
互
の
比
較
が
正
し
く
可
能
と
な
る
と
考
え
、
本
論
の
叙
述
を
前
記
の
よ
う
な
形
式
に
よ
つ
て
整
理
し
ま
た
統
一
し
た



と
い
う
こ
と
、
で
あ
る
。

※
　
個
々
の
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
は
こ
れ
を
嚴
密
に
記
述
す
る
と
、
た
と
え
ば
一
九
六
〇
年
の
メ
ー
デ
ー
の
そ
れ
は
、
「
一
九
六
〇
年
メ
ー
デ
ー
の
た
め
の
ソ
蓮
邦
共

　
産
糞
中
央
委
員
會
の
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
」
目
℃
国
ω
＝
票
一
月
閃
召
8
閃
一
三
霊
お
8
8
岩
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
指
摘
す
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
が
、
プ
リ
ズ

　
ィ
ー
ヴ
ィ
と
は
プ
リ
ズ
ィ
ー
フ
目
讐
穿
田
す
な
わ
ち
ア
ピ
ー
ル
の
複
敷
形
で
あ
り
、
し
か
も
本
稿
で
は
一
個
の
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
で
は
な
く
し
て
複
数
の
プ
リ

　
ズ
ィ
！
ヴ
ィ
を
同
時
に
取
扱
う
關
係
上
、
表
現
上
の
重
複
と
煩
難
さ
を
避
け
る
た
め
、
た
と
え
ば
一
九
六
〇
年
の
メ
！
デ
；
の
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
は
一
九
六
〇
年

　
五
月
の
リ
ス
ト
と
、
あ
る
い
は
ま
た
「
大
一
〇
月
吐
會
主
義
革
命
四
二
周
年
記
念
日
の
た
め
の
ソ
連
邦
共
産
窯
中
央
委
員
會
の
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
」
＝
讐
穿
田
＝

　
員
民
民
昌
8
閃
爵
轟
『
o
h
8
月
属
房
閃
①
§
さ
踵
O
胃
国
9
ひ
禽
o
陣
8
員
監
霞
9
彊
①
與
o
諒
℃
＄
畠
δ
具
譜
国
は
一
九
五
九
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
と
の
み
、
本
論
で
は
、

　
記
す
こ
と
に
し
た
。
な
お
、
プ
リ
ズ
ィ
ー
フ
の
数
お
よ
び
そ
の
配
列
に
つ
い
て
述
べ
る
際
に
は
プ
リ
ズ
ィ
！
フ
を
「
ア
ピ
ー
ル
」
と
、
ま
た
そ
れ
以
外
の
揚
合
に

　
は
主
と
し
て
「
呼
掛
け
」
と
表
現
す
る
。

※
※
　
本
稿
が
取
扱
う
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
を
一
九
五
七
年
の
メ
ー
デ
ー
か
ら
一
九
六
〇
年
の
メ
ー
デ
ー
に
至
る
ま
で
の
間
の
そ
れ
に
限
定
し
た
こ
と
は
、
U
。
鼠
－

　
8
募
の
碍
究
が
一
九
五
七
年
の
メ
ー
デ
ー
の
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
に
絡
つ
て
い
る
た
め
か
ら
で
は
な
く
し
て
、
一
九
五
六
年
以
前
の
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
は
そ
の
一

　
部
を
、
し
か
も
そ
の
多
く
は
噺
片
的
に
し
か
利
用
し
得
な
い
筆
者
の
お
か
れ
た
賓
料
的
な
制
約
に
よ
つ
て
で
あ
り
、
ま
た
一
九
五
七
年
の
メ
ー
デ
ー
の
プ
リ
ズ
ィ

　
ー
ヴ
ィ
を
碍
究
封
象
の
内
に
敢
え
て
加
え
た
の
は
、
方
法
論
に
お
い
て
本
稿
は
彼
と
立
場
を
異
に
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

※
※
※
　
リ
ス
ト
に
現
わ
れ
た
攣
化
を
ソ
蓮
の
そ
の
時
々
の
封
外
的
な
ら
び
に
封
内
的
な
政
策
一
般
と
の
關
連
に
お
い
て
解
繹
す
る
こ
と
に
は
、
少
か
ら
ぬ
牽
強
付

　
會
的
な
危
瞼
が
俘
う
。
往
々
に
し
て
か
か
る
解
繹
あ
る
い
は
説
明
に
は
、
豊
富
な
し
か
も
多
様
な
リ
ス
ト
外
的
な
素
材
の
内
か
ら
適
當
な
素
材
が
拾
出
さ
れ
て
適

　
宜
に
利
用
さ
れ
る
恐
れ
が
な
く
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
本
稿
で
は
リ
ス
ト
に
現
わ
れ
た
攣
化
を
、
リ
ス
ト
以
外
の
素
材
の
助
け
を
か
り
ず
に
、
リ
ス

　
ト
そ
れ
自
身
に
よ
つ
て
語
ら
し
め
る
こ
と
と
し
た
。
勿
論
、
そ
の
結
果
は
加
工
さ
れ
な
い
素
朴
な
形
で
の
問
題
馳
の
記
蓮
的
な
提
示
に
終
始
す
る
こ
と
に
も
な
ろ

　
う
が
、
そ
れ
故
に
こ
そ
、
今
後
の
ソ
連
研
究
の
上
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
乃
至
は
手
掛
り
と
も
な
り
得
べ
き
鮎
が
見
出
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
て
い
る
。

（
1
）
ご
目
一
①
一
客
鼠
8
富
｝
ω
一
〇
鴨
屋
即
且
警
二
9
弓
o
一
崔
β
、
壱
富
卜
日
霞
ざ
程
Oo
宣
氏
0
9
0
b
島
国
器
昨
国
昌
o
冨
琶
菊
o
≦
Φ
ミ
と
噂
O
息
●
お
貫

　
や
ト
o
O
？
Go
O
ρ

（
2
）
9
鼠
8
瑳
噛
謹
島
‘
や
心
。
。
一
。

（
3
）
　
一
九
五
七
年
の
メ
ー
デ
ー
の
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
は
同
年
四
月
二
一
日
の
＝
思
沼
角
紙
上
に
登
表
さ
れ
た
が
、
一
九
五
八
年
、
一
九
五
九
年
、
一
九
六
〇
年

　
の
そ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
年
の
四
月
二
二
日
、
四
月
一
二
日
、
四
月
一
〇
日
に
爽
表
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
革
命
記
念
日
の
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
は
、
一
九
五
七
年
で
は

最
近
の
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
（
昌
℃
缶
ぴ
誌
匡
）
に
つ
い
て

三

（
二
三
一
）



　
　
　
最
近
の
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
（
目
℃
＝
ω
＝
国
＝
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
　
　
　
（
二
三
二
）

　
そ
の
一
〇
月
一
三
日
、
一
九
五
八
年
で
は
そ
の
｝
O
月
一
九
日
、
一
九
五
九
年
で
は
そ
の
鴫
0
月
四
日
の
コ
O
島
盈
紙
に
見
ら
れ
る
。
し
た
が
つ
て
一
九
六
〇

　
年
一
一
月
七
日
の
た
め
の
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
も
近
く
登
表
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
紹
介
は
別
の
機
會
に
譲
り
、
本
稿
は
一
九
五
七
年
の
メ
ー
デ
ー
か
ら
一

　
九
六
〇
年
の
メ
ー
デ
ー
に
至
る
間
の
諸
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
を
検
討
す
る
。

（
4
）
ご
●
』
器
o
げ
o
o
は
、
一
九
一
八
年
か
ら
一
九
五
七
年
五
月
に
至
る
ま
で
の
間
の
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
す
な
わ
ち
リ
ス
ト
當
り
の
ア
ピ
ー
ル
の
耶
均
薮
、
お
よ
び

　
セ
ソ
テ
ン
ス
の
奉
均
藪
（
な
ら
び
に
一
九
五
二
年
以
後
一
九
五
七
年
五
月
に
至
る
ま
で
の
間
の
個
々
の
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
た
ア
ピ
ー
ル
の
敷
）
を
つ
ぎ
の
よ
う

　
に
記
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
リ
ス
ト
當
り
の
　
一
リ
ス
ト
當
り
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ピ
ー
ル
の
準
均
数
　
セ
ソ
テ
ン
ス
の
李
均
数

　
　
一
九
一
八
ー
二
七
年
　
　
　
　
　
二
九

　
　
一
九
二
八
ー
三
七
年
　
　
　
　
　
四
八

　
　
一
九
三
八
－
四
七
年
　
　
　
　
　
四
九

嘉
鷲
。
二
脾
　
蕊
　
］
一
五
五

　
　
一
九
五
三
年
　
五
月
　
　
　
　
　
四
七

　
　
　
”
　
二
月
　
　
五
七
　
　
一

　
　
　
　
　
〇
惰
‘
ご
。
臼
曽
8
げ
ω
℃
ま
盈
‘
b
。
b
o
O
一
歯
旨
●

　
　
し
か
ら
ば
一
九
五
七
年
一

　
　
一
九
五
七
年
一
一
月
　
　
　
　
　
八
一
（
一
六
〇
）

　
　
一
九
五
八
年
　
五
月
　
　
　
　
　
八
七
（
一
七
五
）

　
　
　
〃
　
　
一
一
月
　
　
　
　
九
四
（
一
八
八
）

　
　
勿
論
、

（
5
）
　
た
と
え
ば
、
塑
U
。
≦
o
年
は
、
簡
略
露
英
僻
典

　
に
よ
つ
て
甚
し
く
左
右
さ
れ
て
い
る
事
實
に
注
目
し
て
b
る
。
o
い

　
一
〇
co
l
一
一
一
●

一
九
五
四
年

一
九
五
五
年

一
九
五
六
年

一
九
五
七
年

五一五一五一五
月月月月月月月

六
一

六
六

六
九
（
一
八
七
）

七
三
（
一
九
六
）

七
五
（
一
九
一
）

八
四
（
二
〇
八
）

七
七
（
一
五
一
）

一
七
六

（
括
弧
内
の
数
字
は
セ
ソ
テ
ソ
ス
の
総
計
）

　
　
　
　
　
　
　
一
月
以
後
の
リ
ス
ト
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
数
字
が
畢
げ
ら
れ
る
か
。
参
考
ま
で
に
記
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
五
九
年
　
五
月
　
　
　
　
　
　
九
六
（
二
〇
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
　
　
一
一
月
　
　
　
　
　
九
八
（
一
二
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
六
〇
年
　
五
月
　
　
　
　
　
　
九
七
（
二
＝
一
一
）

ブ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
の
歴
史
は
こ
の
よ
う
な
敷
的
な
攣
化
を
無
覗
し
て
は
語
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ソ
連
國
立
内
外
辞
書
出
版
所
登
行
）
に
記
載
さ
れ
た
種
々
の
用
例
す
ら
も
が
そ
の
時
々
の
國
家
椹
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浮
昌
冨
目
u
●
ミ
良
亜
ω
誌
国
畠
の
ε
さ
①
ω
o
氏
g
薯
ω
言
葺
b
o
の
8
劃
お
蜜
も
型



（
6
）
　
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
目
℃
器
匡
孚
一
は
プ
リ
ズ
ィ
ー
フ
『
も
器
ぴ
蕊
の
複
轍
形
。
五
月
一
日
の
メ
ー
デ
！
、
　
一
一
月
七
日
の
革
命
記
念
日
の
た
め
に
蛮
表
さ
れ
る

　
ソ
連
邦
共
産
糞
中
央
委
員
會
の
呼
掛
け
が
プ
リ
、
ス
ィ
ー
ヴ
ィ
と
呼
ば
れ
る
に
至
つ
た
の
は
一
九
四
三
年
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
に
お
い
て
は
・
ー
ズ
ン

　
ギ
ィ
』
O
ω
k
属
「
＝
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

　
一
九
六
〇
年
の
メ
ー
デ
ー
の
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
を
例
に
と
る
と
こ
の
リ
ス
ト
の
第
一
か
ら
第
四
一
に
至
る
ま
で
の
諸
ア
ピ
ー
ル
、
す
な
わ
ち
主

と
し
て
封
外
的
な
諸
ア
ピ
ー
ル
か
ら
な
る
リ
ス
ト
の
前
牛
は
い
ず
れ
も
、
交
響
曲
に
讐
え
て
い
え
ば
、
そ
の
第
一
樂
章
に
當
る
諸
ア
ピ
ー
ル
と
第

二
樂
章
に
當
る
諸
ア
ピ
ー
ル
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
「
…
…
ソ
ヴ
エ
ト
連
邦
の
レ
ー
ニ
ン
主
義
的
封
外
政
策
萬
歳
！
」
と
い
う
呼
掛
け
を

も
つ
て
閉
じ
ら
れ
た
第
二
樂
章
的
な
部
分
は
、
肚
會
主
義
諸
國
お
よ
び
非
祉
會
主
義
諸
國
の
國
民
を
個
別
に
封
象
と
し
た
諸
ア
ピ
ー
ル
に
よ
つ
て

組
立
て
ら
れ
て
い
る
。

　
一
　
第
幽
樂
章
的
な
諸
ア
ピ
『
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ロ

　
「
勤
螢
者
の
國
際
的
團
結
の
日
、
萬
國
の
螢
働
者
の
親
睦
の
日
ー
メ
ー
デ
ー
萬
歳
！
」
あ
る
い
は
「
大
一
〇
月
肚
會
主
義
革
命
四
二
周
年
記

　
　
　
（
2
）

念
日
萬
歳
！
」
1
勿
論
、
周
年
数
は
年
毎
に
攣
る
f
と
い
う
呼
掛
け
を
も
つ
て
は
じ
ま
る
第
｝
樂
章
的
な
諸
ア
ピ
ー
ル
の
ま
ず
形
式
に
つ
い

て
み
る
と
、
ア
ピ
ー
ル
の
勲
な
ら
び
に
そ
の
配
列
は
必
ず
し
も
一
定
し
て
な
い
。
リ
ス
ト
に
よ
つ
て
檜
減
が
あ
り
、
ま
た
攣
動
が
み
ら
れ
る
。
し

か
し
配
列
上
の
攣
動
は
、
主
と
し
て
、
リ
ス
ト
が
メ
ー
デ
ー
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
か
あ
る
い
は
革
命
記
念
日
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
か
に
よ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

て
生
じ
た
定
期
的
・
自
動
的
な
攣
動
で
も
あ
る
故
、
歎
の
檜
減
を
、
す
な
わ
ち
一
九
五
七
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
は
一
〇
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
後
、

一
七
、
九
、
二
一
、
二
一
、
コ
ニ
、
一
二
と
憂
つ
て
い
る
第
一
樂
章
的
な
諸
ア
ピ
！
ル
の
藪
の
攣
化
を
取
上
げ
て
み
よ
う
。

　
　
　
最
近
の
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
（
昌
℃
民
ω
ぴ
扇
¢
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
　
　
（
二
三
三
）



　
　
　
最
近
の
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
ヨ
讐
撃
田
ε
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
　
　
（
二
三
四
）

　
ア
ピ
ー
ル
の
新
設
乃
至
は
復
活
あ
る
い
は
除
去
ま
た
は
併
合
に
因
る
檜
減
の
振
幅
は
、
前
記
の
数
字
か
ら
明
か
で
あ
ろ
う
よ
う
に
、
一
九
五
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

年
か
ら
一
九
五
八
年
の
間
に
お
い
て
著
し
く
大
き
い
。
こ
れ
は
、
一
九
五
七
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
で
は
八
ア
ピ
ー
ル
が
新
た
に
登
場
し
、
そ
の
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

ア
ピ
ー
ル
の
す
べ
て
が
一
九
五
八
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
は
姿
を
消
し
、
ま
た
そ
の
内
の
ニ
ア
ピ
ー
ル
が
一
九
五
八
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
で
は
復
活

し
た
た
め
で
あ
る
。
な
お
ま
た
、
こ
の
一
九
五
八
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
と
一
九
五
九
年
五
月
お
よ
び
一
九
六
〇
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
は
、
い
ず
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

も
記
憶
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
内
容
の
一
ア
ピ
ー
ル
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
新
設
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
歎
の
檜
減
の
み
か
ら
で
は
、
い
ず
れ
の
リ

ス
ト
に
お
い
て
も
當
該
リ
ス
ト
の
基
調
を
な
す
若
干
の
主
題
が
打
出
さ
れ
て
い
る
第
一
樂
章
的
な
諸
ア
ピ
ー
ル
の
攣
化
の
全
貌
を
正
し
く
傳
え
る

こ
と
は
ま
ず
困
難
で
あ
る
。
数
の
檜
減
に
は
現
わ
れ
な
い
呼
掛
け
の
封
象
あ
る
い
は
そ
の
内
容
の
修
正
ま
た
は
攣
更
が
少
か
ら
ず
認
め
ら
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
内
容
に
目
を
移
し
て
み
よ
う
。

　
差
當
つ
て
、
一
九
五
七
年
五
月
の
リ
ス
ト
の
第
一
か
ら
第
一
〇
に
至
る
ま
で
の
諸
ア
ピ
ー
ル
を
整
理
し
て
み
る
と
、
そ
こ
に
こ
の
リ
ス
ト
の
、

特
に
そ
の
前
孚
の
基
調
を
な
し
て
い
る
世
界
李
和
の
確
保
・
軍
備
の
縮
小
と
プ
・
レ
タ
リ
ア
的
團
結
の
強
化
・
肚
會
主
義
的
結
束
の
緊
密
化
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

う
二
つ
の
主
題
が
、
封
象
を
一
慮
異
に
し
た
呼
掛
け
を
通
し
て
、
す
な
わ
ち
前
者
は
「
萬
國
の
勤
勢
者
」
あ
る
い
は
「
李
和
の
擁
護
者
」
へ
の
呼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

掛
け
を
、
ま
た
後
者
は
「
共
産
主
義
的
、
肚
會
主
義
的
お
よ
び
す
べ
て
の
進
歩
的
な
諸
勢
力
」
あ
る
い
は
「
肚
會
主
義
諸
國
の
人
民
」
へ
の
呼
掛

け
を
通
し
て
打
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
氣
付
く
。
し
か
も
こ
の
二
つ
の
主
題
そ
の
も
の
は
、
一
九
五
七
年
五
月
の
リ
ス
ト
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
そ

の
後
の
一
九
六
〇
年
五
月
の
リ
ス
ト
に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
受
縫
が
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
過
程
に
攣
化
が
全
く
見
當
ら
な
い
わ
け

で
も
な
い
。
ま
ず
、
手
和
の
維
持
・
友
好
の
檜
進
・
國
際
緊
張
の
緩
和
、
具
髄
的
に
は
軍
備
の
縮
小
・
原
水
爆
實
験
の
帥
時
禁
止
・
戦
孚
挑
擾
者

の
暴
露
と
い
う
第
一
の
主
題
に
つ
い
て
い
え
ば
、
第
一
主
題
的
な
ア
ピ
ー
ル
の
藪
の
漸
進
的
な
檜
加
、
別
言
す
る
と
呼
掛
け
る
封
象
の
一
般
化
乃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

至
は
振
大
化
と
そ
れ
に
手
行
し
て
進
行
し
た
封
象
に
た
い
す
る
期
待
あ
る
い
は
要
求
の
具
艦
化
乃
至
は
鮮
明
化
が
認
め
ら
れ
、
し
か
も
こ
の
よ
う

な
傾
向
は
一
九
五
九
年
五
月
以
後
の
リ
ス
ト
に
お
い
て
顯
著
と
な
つ
て
い
る
。
ま
た
、
プ
・
レ
タ
リ
ア
國
際
主
義
の
貫
徹
．
肚
會
主
義
陣
螢
の
結



束
の
彊
化
と
い
う
第
二
の
主
題
に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
こ
に
も
、
呼
掛
け
る
封
象
の
一
般
化
、
特
に
封
象
に
た
い
す
る
期
待
あ
る
い
は
要
求
の
鮮

　
　
　
　
　
　
（
遡
）

明
化
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
一
九
五
七
年
五
月
以
後
の
、
特
に
一
九
五
九
年
五
月
以
後
の
リ
ス
ト
に
お
い
て
顯
著
と
な
つ
た
攣
化
は
、
世
界

李
和
の
確
保
と
肚
會
主
義
的
な
結
束
の
強
化
と
い
う
蕪
の
、
し
た
が
つ
て
ソ
蓮
邦
の
劃
外
的
な
一
般
政
策
の
基
本
原
則
を
、
國
際
祉
會
に
お
け
る

よ
り
廣
範
な
一
般
大
衆
に
よ
り
深
く
滲
透
さ
せ
、
ま
た
特
定
の
封
象
に
た
い
し
て
は
よ
り
鋭
く
銘
記
さ
せ
よ
う
と
す
る
呼
掛
け
る
主
饅
の
強
い
意

欲
と
決
意
の
高
ま
り
を
表
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
｝
九
五
七
年
の
五
月
か
ら
】
九
六
〇
年
の
五
月
に
至
る
ま
で
の
間
の
諸
リ
ス
ト
に
み
ら
れ
る
墜
化
を
、
銑
述
の
よ
う
な
傾
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

的
な
攣
化
と
し
て
の
み
把
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
一
九
五
七
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
は
し
ば
ら
く
措
く
と
し
て
も
、
内
容
的
に
全
く
新
し
い
呼

掛
け
が
一
九
五
八
年
コ
月
以
後
の
リ
ス
ト
に
お
い
て
登
場
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
九
五
八
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
で
は
「
ソ
ヴ
エ

ト
蓮
邦
共
産
黛
第
二
一
同
大
會
ー
共
産
主
義
建
設
者
の
大
會
萬
歳
！
」
と
、
｝
九
五
九
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
は
「
ソ
蓮
邦
共
産
蕪
第
二
一
同
大

會
は
わ
が
阻
國
の
新
し
い
襲
展
段
階
！
共
産
主
義
建
設
の
展
開
の
段
階
へ
の
突
入
を
記
念
し
た
。
第
二
一
同
窯
大
會
の
世
界
史
的
な
諸
決
定
の

實
現
に
全
力
を
！
」
と
改
め
ら
れ
、
　
一
九
五
九
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
で
は
「
ソ
蓮
邦
共
産
黛
第
二
一
同
大
會
は
わ
が
耐
國
の
共
産
主
義
建
設
の
展

開
の
段
階
へ
の
突
入
を
記
念
し
た
。
ソ
ヴ
エ
ト
連
邦
の
人
民
！
　
共
産
主
義
の
建
設
と
い
う
偉
大
な
任
務
の
途
行
に
全
力
、
全
精
力
を
！
」
と
、

一
九
六
〇
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
は
「
ソ
ヴ
エ
ト
連
邦
の
勤
螢
者
！
　
第
二
一
同
黛
大
會
の
世
界
史
的
な
諸
決
定
の
、
共
産
主
義
の
建
設
と
い
う
偉

大
な
任
務
の
途
行
に
全
力
を
！
」
と
あ
る
呼
掛
け
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
も
つ
と
も
第
一
二
同
窯
大
會
は
一
九
五
九
年
一
月
二
七
日
か
ら
二
月
五
日

に
わ
た
つ
て
開
か
れ
た
大
會
で
あ
る
故
、
こ
の
大
會
の
開
催
が
豫
定
さ
れ
た
以
前
の
リ
ス
ト
に
前
記
の
よ
う
な
呼
掛
け
を
求
め
る
こ
と
は
、
無
論
、

詐
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
一
九
五
八
年
五
月
以
前
の
リ
ス
ト
に
第
二
〇
同
窯
大
會
に
關
す
る
呼
掛
け
を
見
出
す
こ
と
も
ま
た
で

　
　
　
　
　
（
1
4
）

き
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
第
一
樂
章
的
な
諸
ア
ピ
ー
ル
に
現
わ
れ
た
著
し
い
攣
化
と
し
て
、
一
九
五
八
年
コ
月
以
後
の
リ
ス
ト
で
は
、
第

二
一
同
黛
大
會
の
諸
決
定
の
忠
實
且
つ
全
面
的
な
途
行
と
い
う
第
三
1
こ
の
藪
字
は
主
題
の
債
値
的
な
順
位
を
示
す
も
の
で
は
な
い
ー
の
主

　
　
　
最
近
の
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
（
＝
℃
器
ぴ
扇
＝
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
　
　
（
二
三
五
）



　
　
　
最
近
の
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
（
＝
℃
器
＝
孚
剛
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
　
　
（
二
三
六
）

題
が
明
確
に
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
ぬ
と
考
え
る
。

　
し
か
ら
ば
一
九
五
七
年
五
月
か
ら
一
九
六
〇
年
五
月
に
至
る
ま
で
の
間
の
諸
リ
ス
ト
の
第
一
樂
章
的
な
諸
ア
ピ
ー
ル
に
現
わ
れ
た
攣
化
、
具
艦

的
に
い
え
ば
世
界
李
和
の
確
保
と
肚
會
主
義
的
結
束
の
強
化
と
い
う
二
つ
の
主
題
の
加
速
度
的
な
強
調
と
第
二
一
同
窯
大
會
の
諸
決
定
の
途
行
と

い
う
主
題
の
登
場
は
、
第
二
樂
章
的
な
諸
ア
ピ
ー
ル
に
お
い
て
い
か
に
展
開
さ
れ
て
い
る
か
。
つ
ぎ
に
、
杜
會
主
義
諸
國
お
よ
び
非
肚
會
主
義
諸

國
を
個
別
に
封
象
と
し
た
諸
ア
ピ
ー
ル
を
検
討
し
て
み
る
。

　
二
　
第
二
樂
章
的
な
諸
ア
ビ
『
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

　
冠
會
主
義
諸
國
を
個
別
に
封
象
と
し
た
諸
ア
ピ
ー
ル
　
　
こ
れ
ら
の
ア
ピ
ー
ル
の
歎
は
常
に
二
ぞ
あ
り
、
ま
た
そ
の
配
列
も
一
九
五
七
年
一

一
月
以
後
の
リ
ス
ト
で
は
攣
つ
て
い
な
い
。
一
九
五
七
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
は
一
二
の
ア
ピ
ー
ル
が
、
封
象
別
に
列
學
す
る
と
、
中
國
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
、
ド
イ
ッ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ハ
ソ
ガ
リ
ー
、
モ
ソ
ゴ
ー
ル
、
朝
鮮
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア

の
順
に
お
か
れ
て
い
た
が
、
一
九
五
七
年
二
月
以
後
の
リ
ス
ト
で
は
い
ず
れ
も
、
中
國
、
ア
ル
バ
ニ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ベ
ト

ナ
ム
、
ド
イ
ツ
、
朝
鮮
、
モ
ン
ゴ
ー
ル
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
順
に
記
さ
れ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
中
國
人
民
へ
の
呼
掛
け
を
除
く
杜
會
主
義
諸
國
を
個
別
に
封
象
と
し
た
呼
掛
欧
は
、
す
べ
て
、
ロ
シ
ア
語
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
依
つ

て
配
列
さ
れ
た
。
し
た
が
つ
て
そ
の
限
り
に
お
い
て
は
、
中
國
を
除
く
肚
會
主
義
諸
國
は
午
等
に
取
扱
わ
れ
る
に
至
つ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
ら

ば
呼
掛
け
の
内
容
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
第
一
に
、
い
ず
れ
の
リ
ス
ト
に
お
い
て
も
常
に
首
位
に
お
か
れ
、
し
か
も
「
偉
大
な
」
と
い
う
語
を
冠
さ
れ
た
中
國
人
民
へ
の
呼
掛
け
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
も
　
　
　
む
　
　
　
セ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
む
　
　
　
ち
　
　
　
も
　
　
　
ち

て
み
る
と
、
こ
の
呼
掛
け
は
、
一
九
五
八
年
五
月
以
前
の
リ
ス
ト
で
は
「
杜
會
主
義
の
建
設
者
で
あ
る
偉
大
な
中
國
人
民
に
兄
弟
的
な
挨
拶
を
逡

る
！
　
ソ
ヴ
エ
ト
人
民
と
中
國
人
民
と
の
牢
固
た
る
友
好
と
協
力
－
全
世
界
に
お
け
る
李
和
の
強
力
な
防
壁
萬
歳
！
」
穆
鮎
筆
者
）
と
あ
つ
た



が
、
　
｝
九
五
八
年
二
月
の
リ
ス
ト
で
は
傍
黙
の
箇
所
が
「
杜
會
主
義
を
建
設
し
、
中
國
の
内
政
に
た
い
す
る
帝
國
主
義
的
侵
略
者
の
干
渉
に
断

固
且
つ
｝
致
し
て
闘
い
つ
つ
あ
る
…
…
」
と
改
め
ら
れ
、
さ
ら
に
｝
九
五
九
年
五
月
お
よ
び
二
月
の
リ
ス
ト
で
は
「
肚
會
主
義
を
建
設
し
つ
つ

あ
る
…
…
」
と
修
正
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
一
九
六
〇
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
は
「
永
遠
の
」
と
い
う
一
語
が
は
じ
め
て
加
え
ら
れ
て
、
「
ソ
ヴ
エ
ト

人
民
と
中
國
人
民
と
の
牢
固
た
る
友
好
と
協
力
…
…
」
は
一
ゾ
ヴ
エ
ト
人
民
と
中
國
人
民
と
の
永
遠
の
、
牢
固
た
る
友
好
と
協
力
…
－
．
」
と
な
つ

て
い
る
。
し
た
が
つ
て
か
か
る
攣
更
が
何
故
に
加
え
ら
れ
る
に
至
つ
た
の
か
は
興
昧
深
い
問
題
と
も
な
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
、
中
國
人
民
へ
の
呼

掛
け
に
の
み
終
始
み
ら
れ
る
特
殊
な
表
現
を
、
い
い
か
え
る
と
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
位
を
無
親
し
て
常
に
首
位
に
お
か
れ
た
こ
の
呼
掛
け
の
封
象

は
た
と
え
ば
「
ブ
ル
ガ
リ
ア
人
民
共
和
國
の
勤
螢
者
」
と
い
う
よ
う
な
形
式
を
と
ら
ず
、
た
だ
「
中
國
人
民
」
と
の
み
表
示
さ
れ
、
し
か
も
そ
れ

に
「
偉
大
な
」
と
い
う
語
が
冠
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
「
ソ
ヴ
エ
ト
人
民
と
ブ
ル
ガ
リ
ア
人
民
相
互
の
…
…
」
で
は
な
く
し
て
「
ソ
ヴ
エ
ト
人
民
と

中
國
人
民
と
の
…
…
」
と
表
示
さ
れ
て
い
る
諸
黙
が
一
九
五
七
年
五
月
以
後
終
始
攣
つ
て
な
い
こ
と
を
、
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
第
二
に
、
ア
ル
バ
ニ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
モ
ン
ゴ
ー
ル
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
の
各
人
民
共
和

國
へ
の
呼
掛
け
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
れ
ら
の
呼
掛
け
は
い
ず
れ
も
、
同
一
の
リ
ス
ト
に
お
い
て
は
全
く
同
様
の
形
式
と
表
現
を
と
り
、
し
か
も

そ
の
形
式
と
表
現
が
一
九
五
七
年
五
月
以
後
一
貫
し
て
攣
つ
て
な
い
。
た
と
え
ば
、
中
國
人
民
へ
の
呼
掛
け
を
除
く
杜
會
主
義
諸
國
へ
の
呼
掛
け

が
配
列
上
は
李
等
に
取
扱
わ
れ
る
に
至
つ
た
一
九
五
七
年
コ
月
の
リ
ス
ト
に
、
そ
の
第
一
九
の
ア
ピ
ー
ル
と
し
て
「
肚
會
主
義
を
建
設
し
つ
つ

　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
ち
　
　
ち
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
も
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
ら

あ
る
ア
ル
バ
ニ
ア
人
民
共
和
國
の
勤
螢
者
に
兄
弟
的
な
挨
拶
を
逸
る
！
　
ソ
ヴ
エ
ト
人
民
と
ア
ル
バ
ニ
ア
人
民
相
互
の
牢
固
た
る
友
好
と
協
力
萬

歳
！
」
（
傍
鮎
筆
者
）
と
い
う
ア
ル
バ
ニ
ア
ヘ
の
呼
掛
け
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
傍
黙
の
箇
所
を
「
モ
ン
ゴ
ー
ル
人
民
共
和
國
」
、
「
モ
ン
ゴ
ー
ル
人

民
」
と
改
め
る
と
、
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
一
九
五
八
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
の
第
二
〇
の
ア
ピ
ー
ル
、
す
な
わ
ち
モ
ン
ゴ
：
ル
ヘ
の
呼
掛
け
と
な

る
。
し
か
も
一
九
六
〇
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
は
前
記
の
よ
う
な
形
式
に
、
敢
え
て
、
「
永
遠
の
」
と
い
う
一
語
が
、
等
し
く
、
挿
入
さ
れ
た
。
ポ

ー
ラ
ン
ド
ヘ
の
呼
掛
け
を
例
に
と
る
と
、
そ
れ
は
「
杜
會
主
義
を
建
設
し
つ
つ
あ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
民
共
和
國
の
勤
螢
者
に
兄
弟
的
な
挨
拶
を
途

　
　
　
最
近
の
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
（
＝
旨
3
田
ε
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
　
　
　
（
二
三
七
）



　
　
　
最
近
の
ブ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
（
＝
℃
器
ぴ
田
＝
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輔
○
　
　
　
（
二
三
八
）

る
！
　
ソ
ヴ
エ
ト
人
民
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
民
相
互
の
永
遠
の
、
牢
固
た
る
友
好
と
協
力
萬
歳
！
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
ア
ル
パ
ニ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
聡
）

ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
モ
ン
ゴ
ー
ル
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ル
ー
マ
ニ
ア
お
よ
び
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
ヘ
の
呼
掛
け
は
、
内
容
的
に
、
相
互
に
同
一
で
あ

る
と
と
も
に
、
山
九
五
七
年
五
月
以
後
不
蔓
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
一
九
六
〇
年
五
月
の
リ
ス
ト
に
お
い
て
は
「
永
遠
の
」
と
い
う
一
語
が
新
た
に

加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
な
お
「
永
遠
の
」
と
い
う
こ
の
語
は
ベ
ト
ナ
ム
お
よ
び
朝
鮮
へ
の
呼
掛
け
1
勿
論
、
　
｝
九
六
〇
年
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
”
）

月
の
リ
ス
ト
の
そ
れ
ー
に
は
み
ら
れ
る
が
、
ド
イ
ツ
お
よ
び
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
ヘ
の
呼
掛
け
に
は
見
當
ら
な
い
。

　
第
三
に
、
ベ
ト
ナ
ム
民
主
共
和
國
、
朝
鮮
人
民
民
主
共
和
國
へ
の
呼
掛
け
に
つ
い
て
み
る
と
、
　
一
九
五
八
年
五
月
以
前
の
リ
ス
ト
に
お
け
る
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
ヤ
　
　
む
　
　
ち
　
　
む
　
　
ち
　
　
　
　
ヤ
　
　
む
　
　
む
　
　
ち
　
　
む
　
　
も
　
　
も
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
む
　
　
ヤ
　
　
じ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
む
　
　
ち
　
　
む
　
　
セ
　
　
も
　
　
ち
　
　
セ
　
　
も
　
　
む
　
　
も
　
　
む
　
　
む

ト
ナ
ム
ヘ
の
呼
掛
け
は
、
「
新
生
活
を
建
設
し
、
民
主
主
義
に
基
づ
く
自
國
の
民
族
的
統
一
の
た
め
に
闘
い
つ
つ
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
民
主
共
和
國
の

勤
螢
者
に
兄
弟
的
な
挨
拶
を
途
る
！
　
ソ
ヴ
エ
ト
人
民
と
ベ
ト
ナ
ム
人
民
相
互
の
牢
固
た
る
友
好
と
協
力
萬
歳
！
」
（
傍
鮎
筆
者
）
と
あ
つ
た
が
、

傍
黙
の
箇
所
が
一
九
五
八
年
二
月
お
よ
び
一
九
五
九
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
は
「
肚
會
主
義
を
建
設
し
、
民
主
主
義
に
基
づ
く
自
國
の
民
族
的
統

一
の
た
め
に
闘
い
つ
つ
あ
る
…
…
」
と
改
め
ら
れ
、
一
九
五
九
年
二
月
の
リ
ス
ト
で
は
「
祉
會
主
義
を
建
設
し
、
民
主
主
義
に
基
づ
く
自
國
の

手
和
的
な
統
一
の
た
め
に
闘
い
つ
つ
あ
る
…
…
」
と
修
正
さ
れ
た
。
ま
た
一
九
六
〇
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
は
既
述
の
よ
う
に
「
永
遠
の
」
と
い
う

一
語
が
加
え
ら
れ
て
、
「
肚
會
主
義
を
建
設
し
、
民
主
主
義
に
基
づ
く
自
國
の
手
和
的
な
統
一
の
た
め
に
闘
い
つ
つ
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
民
主
共
和
國

の
勤
勢
者
に
兄
弟
的
な
挨
拶
を
逡
る
！
　
ソ
ヴ
エ
ト
人
民
と
ベ
ト
ナ
ム
入
民
相
互
の
永
遠
の
、
牢
固
た
る
友
好
と
協
力
萬
歳
！
」
と
あ
る
。
し
か

も
「
ベ
ト
ナ
ム
民
主
共
和
國
の
勤
勢
者
」
へ
の
呼
掛
け
に
現
わ
れ
た
前
記
の
よ
う
な
攣
化
は
、
「
朝
鮮
人
民
民
主
共
和
國
の
勤
螢
者
」
へ
の
呼
掛

け
に
お
い
て
も
ま
た
、
全
く
同
様
に
認
め
ら
れ
る
。

　
非
肚
會
主
義
諸
國
を
個
別
に
封
象
と
し
た
諸
ア
ピ
ー
ル
　
　
ま
ず
ア
ピ
ー
ル
の
藪
に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
れ
は
、
一
九
五
七
年
五
月
の
リ
ス
ト

で
は
八
、
そ
の
後
の
リ
ス
ト
で
は
一
〇
、
コ
、
一
五
、
一
四
、
一
五
、
一
六
と
漸
進
的
に
檜
加
し
て
お
り
、
そ
し
て
こ
の
檜
加
は
、
主
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

ア
ジ
ア
お
よ
び
中
・
近
東
の
諸
新
興
濁
立
國
へ
の
呼
掛
け
の
新
設
に
因
る
と
い
つ
て
も
差
支
え
な
い
。
ま
た
そ
の
配
列
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

呼
掛
け
の
上
位
へ
の
進
出
乃
至
は
こ
れ
ら
の
呼
掛
け
に
よ
る
上
位
の
占
櫨
を
そ
の
特
徴
的
な
攣
化
ま
た
は
傾
向
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
内
容
に

ふ
れ
て
み
よ
う
。

　
第
一
に
、
ア
ジ
ア
、
中
・
近
東
、
ア
フ
リ
カ
、
南
ア
メ
リ
カ
の
諸
國
へ
の
呼
掛
け
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
れ
ら
の
呼
掛
け
に
お
い
て
は
、
西
欧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

諸
國
へ
の
呼
掛
け
に
は
み
ら
れ
な
い
「
熱
い
挨
拶
」
、
時
に
は
杜
會
主
義
諸
國
へ
の
そ
れ
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
「
兄
弟
的
な
挨
拶
」
と
い
つ
た
特

殊
な
表
現
が
使
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
の
内
容
に
は
修
正
あ
る
い
は
攣
更
が
頻
繁
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
五
八
年
コ
月
の
リ

ス
ト
に
お
い
て
新
設
の
「
自
由
と
自
國
の
民
族
的
凋
立
の
た
め
に
闘
い
つ
つ
あ
る
ア
フ
リ
カ
人
民
に
熱
い
挨
拶
を
邊
る
！
」
と
い
う
呼
掛
け
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
も
　
　
む
　
　
し
　
　
ち
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
ち
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
も
　
　
む
　
　
じ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
め
　
　
ち
　
　
む

一
九
五
九
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
は
「
自
由
と
民
族
的
濁
立
の
た
め
の
英
雄
的
な
闘
孚
を
な
し
つ
つ
あ
る
ア
フ
リ
カ
の
人
民
に
熱
い
挨
拶
を
邊
る
！

植
民
地
お
よ
び
從
属
國
の
す
べ
て
の
被
抑
墜
人
民
に
自
由
を
！
」
（
傍
鮎
筆
者
）
と
改
め
ら
れ
、
こ
の
傍
黙
の
箇
所
が
、
一
九
五
九
年
一
一
月
の
リ

ス
ト
で
は
「
自
由
と
民
族
的
獅
立
の
た
め
に
闘
い
つ
つ
あ
る
…
…
」
と
、
さ
ら
に
一
九
六
〇
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
は
「
植
民
地
主
義
に
反
封
し
、

自
由
と
民
族
的
濁
立
の
た
め
に
闘
い
つ
つ
あ
る
…
…
」
と
修
正
さ
れ
て
い
る
。
勿
論
、
こ
の
よ
う
な
個
々
の
呼
掛
け
に
み
ら
れ
る
攣
化
の
逐
一
を

具
髄
的
に
紹
介
す
る
蝕
裕
は
な
い
が
、
「
熱
い
挨
拶
」
あ
る
い
は
「
兄
弟
的
な
挨
拶
」
を
途
ら
れ
た
封
象
へ
の
呼
掛
け
の
内
容
に
は
修
正
あ
る
い

は
攣
更
が
頻
繁
に
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
イ
ン
ド
ヘ
の
呼
掛
け
は
常
に
非
肚
會
主
義
諸
國
を
個
別
に
封
象
と
し
た
諸
ア
ピ
ー
ル
の
首
位
に
お
か

れ
、
し
か
も
封
象
に
「
偉
大
な
」
と
い
う
語
が
冠
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
一
九
六
〇
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ヘ
の
呼
掛
け
が
イ

ン
ド
ヘ
の
そ
れ
と
形
式
と
表
現
に
お
い
て
全
く
同
一
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
に
、
西
欧
資
本
主
義
諸
國
お
よ
び
日
本
へ
の
呼
掛
け
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
れ
ら
の
呼
掛
け
で
は
、
イ
ン
ド
、
近
東
ア
ラ
ブ
、
ラ
テ
ソ
・

ア
メ
リ
カ
な
ど
へ
の
呼
掛
け
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
「
熱
い
挨
拶
」
は
、
例
外
的
な
若
干
を
除
い
て
は
見
當
ら
な
い
。
「
兄
弟
的
な
挨
拶
」
に
至
つ

て
は
全
く
み
ら
れ
な
い
。
た
と
え
ば
、
一
九
五
九
年
五
月
の
リ
ス
ト
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
、
　
フ
ラ
ン
ス
ヘ
の
呼
掛
け
に
は

「
全
世
界
の
揺
が
ぬ
手
和
の
た
め
の
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
、
フ
ラ
ン
ス
の
人
民
と
ソ
ヴ
エ
ト
蓮
邦
の
人
民
と
の
友
好
と
協
力
萬
歳
！
」
と

　
　
　
最
近
の
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
（
目
℃
＝
霧
扇
匡
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
　
　
　
（
二
三
九
）



　
　
　
最
近
の
ブ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
（
＝
讐
撃
田
9
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
　
　
　
（
二
四
〇
）

あ
り
、
ま
た
イ
タ
リ
ァ
ヘ
の
呼
掛
け
に
は
「
ソ
ヴ
エ
ト
連
邦
の
人
民
と
イ
タ
リ
ア
の
人
民
相
互
の
友
好
關
係
を
嚢
展
さ
せ
ま
た
強
化
さ
せ
よ
！
」

と
あ
る
。
し
か
も
こ
の
種
の
呼
掛
け
に
は
、
概
し
て
、
リ
ス
ト
に
よ
る
大
き
な
攣
化
は
見
受
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
ス
エ
ー
デ
ン
・
ノ
ー
ル
ウ

ェ
イ
・
デ
ン
マ
ー
ク
・
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
な
ど
へ
の
呼
掛
け
は
ほ
と
ん
ど
あ
る
い
は
全
く
攣
つ
て
な
い
。
し
か
し
若
干
の
例
外
は

あ
る
。
西
ド
イ
ッ
お
よ
び
日
本
へ
の
呼
掛
け
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
國
の
人
民
に
た
い
し
て
は
常
に
「
熱
い
挨
拶
」
が
逸
ら
れ
て
お
り
、
し

か
も
そ
の
内
容
は
リ
ス
ト
に
よ
つ
て
し
ば
し
ば
大
き
く
攣
つ
て
い
る
。
た
と
え
ば
日
本
へ
の
呼
掛
け
は
、
一
九
五
七
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
は
「
軍

國
主
義
に
反
封
し
、
自
國
の
雫
和
的
、
民
主
的
お
よ
び
自
主
的
な
護
展
の
た
め
に
闘
い
つ
つ
あ
る
日
本
の
人
民
に
挨
拶
を
逸
る
！
」
と
、
一
九
五
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
セ
　
　
セ
　
　
　
ち
　
　
セ
　
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
ち
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ち
　
　
　
リ
　
　
ヤ
　
　
　
め
　
　
　
む
　
　
む
　
　
セ
　
　
　
ち
　
　
ち
　
　
む
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
う

年
一
］
月
、
一
九
五
八
年
五
月
お
よ
び
コ
月
の
リ
ス
ト
で
は
「
軍
國
主
義
に
反
封
し
、
自
國
の
手
和
的
、
民
主
的
お
よ
び
自
主
的
な
襲
展
の
た

も
　
　
ち

め
に
闘
い
つ
つ
あ
る
日
本
の
人
民
に
熱
い
挨
拶
を
逸
る
！
」
（
傍
貼
筆
者
）
と
あ
つ
た
が
、
一
九
五
九
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
は
傍
黙
の
箇
所
が
「
外

國
の
軍
事
基
地
の
根
絶
の
た
め
、
自
國
の
耶
和
的
、
民
主
的
お
よ
び
自
主
的
な
護
展
の
た
め
に
…
…
」
と
、
　
一
九
五
九
年
コ
月
の
リ
ス
ト
で
は

「
自
國
領
土
内
の
外
國
の
軍
事
基
地
の
根
絶
の
た
め
、
自
國
の
民
主
的
お
よ
び
自
主
的
な
襲
展
の
た
め
、
手
和
と
す
べ
て
の
隣
國
と
の
友
好
の
た

め
に
…
…
」
と
改
め
ら
れ
、
一
九
六
〇
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
は
「
軍
國
主
義
の
復
活
に
反
封
し
、
自
國
の
自
主
的
お
よ
び
民
主
的
な
稜
展
の
た
め

に
…
…
」
と
攣
更
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
西
欧
資
本
主
義
諸
國
お
よ
び
日
本
へ
の
呼
掛
け
が
形
式
と
表
現
に
お
い
て
、
ま
た
そ
の
攣
化
の

態
容
に
お
い
て
必
ず
し
も
一
様
で
な
い
と
は
い
え
、
い
ず
れ
の
呼
掛
け
に
お
い
て
も
「
手
和
」
、
「
友
好
」
あ
る
い
は
「
李
和
の
た
め
の
協
力
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
皿
）

い
う
語
が
、
常
に
し
か
も
ま
た
ま
す
ま
す
頻
繁
に
使
用
さ
れ
、
且
つ
強
調
さ
れ
る
に
至
つ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
債
い
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
へ
ー
）
　
「
一
九
六
〇
年
メ
ー
デ
ー
の
た
め
の
ソ
連
邦
共
産
窯
中
央
委
員
會
の
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
」
昌
旨
撃
田
匡
犀
閑
釜
8
閑
一
三
窒
一
〇
8
3
智
（
＝
麗
呂
孕
5

　
　
9
。
＝
冨
詣
お
8
8
岩
）
ー
1
以
下
で
は
一
九
六
〇
年
五
月
の
リ
ス
ト
と
い
う
ー
の
第
一
の
ア
ピ
：
ル
。
な
お
メ
ー
デ
ー
な
ら
び
に
革
命
記
念
日
の
た
め
の
プ

　
　
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
は
す
べ
て
、
ソ
連
邦
共
産
窯
中
央
委
員
會
機
關
紙
コ
℃
畠
髭
に
よ
つ
て
當
日
の
二
、
三
週
間
前
に
登
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
鮎
に
つ
い
て
は
「
は

　
　
し
が
き
」
の
註
で
既
に
述
べ
て
い
る
の
で
、
以
下
で
は
典
撮
の
指
摘
を
省
略
し
た
。

　
（
2
）
　
「
大
一
〇
月
肚
會
主
義
革
命
四
二
周
年
記
念
目
の
た
め
の
ソ
連
邦
共
産
黛
中
央
委
員
會
の
プ
リ
ズ
ィ
：
ヴ
ィ
」
＝
℃
田
ぴ
5
玄
暴
義
8
閃
曲
，
富
［
・
£
8
員
臣
①



　
鵬
①
㍉
…
ズ
急
O
胃
ま
唇
貸
皇
8
月
鋸
彊
9
醐
山
ε
突
皇
席
切
曾
δ
員
＝
罵
t
以
下
で
は
一
九
五
九
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
と
い
う
ー
の
第
一
の
ア
ピ
ー
ル
。

（
3
）
　
「
萬
國
の
プ
・
レ
タ
リ
ア
、
團
結
せ
よ
！
」
と
い
う
呼
掛
け
は
一
九
五
七
年
五
月
の
リ
ス
ト
ー
こ
の
リ
ス
ト
に
お
い
て
新
設
i
で
は
第
二
の
ア
ピ
ー
ル

　
と
し
て
登
場
し
た
が
、
そ
の
後
の
リ
ス
ト
で
は
、
第
二
『
、
第
二
、
第
七
、
第
二
、
第
八
、
第
二
の
ア
ピ
ー
ル
と
し
て
、
ま
た
「
プ
・
レ
タ
リ
ア
國
際
主
義
の
旗

　
を
よ
り
高
く
掲
げ
よ
！
」
と
い
う
呼
掛
け
は
一
九
五
七
年
五
月
の
リ
ス
ト
ー
こ
の
リ
ス
ト
に
お
い
て
新
設
－
で
は
第
三
の
ア
ピ
ー
ル
と
し
て
登
場
し
た
が
、

　
そ
の
後
の
リ
ス
ト
で
は
ー
も
つ
と
も
内
容
的
に
は
リ
ス
ト
に
よ
つ
て
若
干
憂
化
し
て
い
る
が
ー
，
、
第
一
一
、
第
三
、
第
六
、
第
三
、
第
八
、
第
三
の
ア
ピ
ー

　
ル
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
。
一
九
五
七
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
で
新
設
さ
れ
た
「
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ソ
主
義
」
を
稚
え
る
呼
掛
け
（
第
五
の
ア
ピ
ー
ル
）
、
一
九
五

　
七
年
五
月
の
リ
ス
ト
の
「
卒
和
の
た
め
、
民
主
主
義
の
た
め
、
杜
會
主
義
の
た
め
に
闘
い
つ
つ
あ
る
す
べ
て
の
人
民
に
兄
弟
的
な
挨
拶
を
逸
る
！
『
と
い
う
呼
掛

　
け
（
第
四
の
ア
ピ
ー
ル
、
一
九
五
六
年
五
月
お
よ
び
一
一
月
の
リ
ス
ト
で
は
第
二
の
ア
ピ
ー
ル
で
あ
つ
た
）
、
一
九
五
七
年
五
月
の
リ
ス
ト
て
新
設
さ
れ
た
、
「
諸
共

　
産
蕪
お
よ
び
諸
螢
働
者
黛
の
思
想
的
統
一
と
兄
弟
的
な
團
結
」
を
強
調
す
る
呼
掛
け
（
第
七
の
ア
ピ
ー
ル
）
も
ま
た
そ
の
位
置
は
、
リ
ス
ト
に
よ
つ
て
内
容
的
に

　
は
若
干
異
る
と
は
い
え
、
リ
ス
ト
が
メ
！
デ
ー
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
か
あ
る
い
は
革
命
記
念
日
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
か
に
よ
つ
て
定
期
的
に
愛
つ
て
い
る
。

（
4
）
　
こ
の
八
ア
ピ
ー
ル
と
は
「
三
、
ソ
蓮
邦
に
お
け
る
肚
會
主
義
の
建
設
は
　
○
月
革
命
の
総
決
算
で
あ
る
。
ソ
ヴ
エ
ト
連
邦
の
勢
働
者
階
級
、
＝
ル
ホ
ー
ズ
農

　
民
、
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ア
ー
1
世
界
に
お
け
る
最
初
の
肚
會
主
義
國
家
の
建
設
者
に
榮
光
あ
れ
！
」
、
「
四
、
一
〇
月
革
命
の
指
揮
者
、
わ
か
國
の
肚
會
主
義
お

　
よ
び
共
産
主
義
建
設
の
偉
大
な
激
働
者
で
あ
り
ま
た
組
織
者
で
あ
る
ソ
ヴ
エ
ト
連
邦
共
産
黛
に
榮
光
あ
れ
！
」
、
「
五
、
マ
ル
ク
ス
ー
レ
ー
ニ
ン
主
義
は
一
〇
月
革

　
命
の
勝
利
の
旗
て
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
ー
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
旗
を
よ
り
高
く
揚
げ
よ
！
」
、
「
六
、
勤
勢
者
代
議
員
諸
ソ
ヴ
エ
ト
ー
わ
か
國
の
眞
に
人
民
的
な
椹
力

　
機
關
萬
歳
！
　
肚
會
民
主
主
義
萬
歳
！
」
、
「
七
、
ソ
ヴ
エ
ト
の
勢
働
組
合
！
　
勤
勢
者
の
創
造
的
な
能
動
性
を
爽
蓬
さ
せ
、
生
産
の
管
理
に
勢
働
者
を
よ
り
廣
範

　
に
引
入
れ
よ
！
　
勢
働
者
お
よ
び
公
務
員
の
物
質
的
幅
祉
と
文
化
的
水
準
の
よ
り
一
層
の
高
揚
を
倦
む
こ
と
な
く
考
慮
せ
よ
！
｝
、
丁
へ
、
ソ
ヴ
干
。
の
婦
人
－
…
t

　
共
産
主
義
の
積
極
的
な
建
設
者
萬
歳
！
」
、
「
九
、
共
産
黛
の
忠
實
な
助
手
て
あ
り
ま
た
豫
備
軍
で
あ
り
、
共
産
主
義
の
若
ぎ
建
設
者
の
前
衛
て
あ
る
レ
ー
ニ
ン
主

　
義
的
全
連
邦
共
産
青
年
同
盟
萬
歳
！
」
を
指
す
。
な
お
一
九
五
七
年
五
月
の
リ
ス
ト
の
第
九
と
第
一
〇
の
八
ピ
ー
ル
は
一
九
五
七
年
二
月
の
リ
ス
ト
て
は
》
．
の

　
第
一
〇
の
ア
ピ
ー
ル
に
統
一
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
リ
ス
ト
に
お
け
る
第
一
樂
章
的
な
ア
ピ
ー
ル
の
数
は
、
前
記
の
八
ア
ピ
ー
ル
が
加
え
ら
れ
て
も
～
七
に
止
ま
つ

　
た
。

（
5
）
　
こ
の
ニ
ア
ピ
ー
ル
と
は
一
九
五
七
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
の
第
二
と
第
五
の
ア
ピ
ー
ル
（
と
も
に
註
4
参
照
）
を
指
す
。
な
お
前
者
は
そ
の
内
容
か
ら
明
か
で

　
あ
ろ
う
よ
う
に
革
命
記
念
日
の
リ
ス
ト
に
お
い
て
の
み
登
場
す
る
。

（
6
）
　
一
九
五
八
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
で
新
設
さ
れ
た
ア
ピ
ー
ル
と
は
第
一
二
同
糞
大
會
に
關
す
る
呼
掛
け
く
本
論
参
照
）
で
あ
り
、
一
九
五
九
年
五
月
の
リ
ス
ト

　
の
そ
れ
は
「
一
一
、
萬
國
の
人
民
！
　
《
冷
い
職
箏
V
の
停
止
と
國
際
緊
張
の
緩
和
に
努
力
せ
よ
！
　
可
及
的
に
速
か
な
ド
イ
ッ
と
の
耶
和
條
約
締
結
と
西
ベ
ル
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近
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二
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二
）

　
リ
ソ
の
占
領
艦
制
解
消
の
た
め
に
！
」
と
い
う
呼
掛
け
で
あ
る
。
ま
た
一
九
六
〇
年
五
月
の
リ
ス
ト
に
は
「
四
、
耶
和
と
人
民
相
互
の
友
好
萬
歳
！
」
と
い
う
呼

　
掛
け
が
は
じ
め
て
加
え
ら
れ
て
い
る
。

（
7
）
　
「
五
、
萬
國
の
勤
勢
者
！
　
武
装
お
よ
び
兵
力
の
縮
小
の
た
め
、
國
際
緊
張
の
緩
和
の
た
め
に
闘
え
！
　
職
箏
の
煽
動
者
と
誘
登
者
を
暴
露
せ
よ
！
」

（
8
）
　
「
六
、
卒
和
の
擁
護
者
！
　
原
水
爆
兵
器
の
實
験
中
止
と
完
全
禁
止
を
要
求
せ
よ
！
　
原
爆
職
雫
の
登
生
を
許
す
な
！
」

（
9
）
　
「
八
、
卒
和
、
民
主
主
義
と
人
民
の
濁
立
の
た
め
に
闘
う
共
産
主
義
的
、
枇
會
主
義
的
お
よ
び
す
べ
て
の
進
歩
的
な
諸
勢
力
相
互
の
協
力
を
彊
化
せ
し
め

　
よ
！
」
あ
る
い
は
ま
た
「
七
、
諸
共
産
蕪
お
よ
び
諸
螢
働
者
黛
の
牢
固
た
る
思
想
的
統
一
と
兄
弟
的
な
團
結
萬
歳
！
　
マ
ル
ク
ス
ー
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
旗
を
よ
り

　
高
く
揚
げ
よ
！
」
と
も
あ
る
。

（
1
0
）
　
「
一
〇
、
杜
會
主
義
諸
國
の
人
民
！
　
わ
れ
わ
れ
の
力
は
兄
弟
的
な
友
好
と
相
互
援
助
に
あ
る
！
」
あ
る
い
は
ま
た
「
九
、
薩
會
主
義
陣
管
内
の
諸
國
の
人

　
民
の
偉
大
な
友
情
萬
歳
！
」
と
も
あ
る
。

（
1
1
）
　
数
的
に
み
る
と
、
「
世
界
の
人
民
」
あ
る
い
は
「
萬
國
の
人
民
」
を
封
象
と
し
た
ア
ピ
ー
ル
の
敷
は
、
一
九
五
七
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
は
僅
か
に
一
で
あ
つ
た

　
が
、
そ
の
後
、
二
、
二
、
三
、
四
、
四
、
五
と
檜
加
し
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
よ
う
な
憂
化
は
「
世
界
の
人
民
」
あ
る
い
は
「
萬
國
の
人
民
」
を
封
象
と
し
た
ア

　
ピ
ー
ル
の
新
設
に
よ
る
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
「
萬
國
の
勤
勢
者
」
か
ら
「
世
界
の
人
民
」
へ
、
あ
る
い
は
ま
た
「
李
和
の
擁
護
者
」
か
ら
「
萬
國
の
人
民
」

　
へ
と
い
つ
た
封
象
の
攣
更
乃
至
修
正
、
い
い
か
え
る
と
封
象
の
一
般
化
に
よ
つ
て
生
じ
て
い
る
。
た
と
え
ば
一
九
五
八
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
は
「
五
、
萬
國
の
勤

　
螢
者
！
　
原
水
爆
兵
器
の
禁
止
の
た
め
、
武
装
お
よ
び
兵
力
の
縮
小
の
た
め
に
闘
え
！
　
新
し
い
職
雫
の
危
瞼
に
た
い
し
、
耶
和
と
人
民
相
互
の
協
力
の
た
め
に

　
全
力
を
あ
げ
て
闘
争
せ
よ
1
」
と
あ
つ
た
が
、
　
一
九
五
八
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
で
は
「
一
〇
、
世
界
の
人
民
！
　
原
水
爆
兵
器
の
禁
止
の
た
め
、
武
装
お
よ
び
兵

　
力
の
縮
小
の
た
め
に
闘
え
！
」
、
「
八
、
萬
國
の
勤
勢
者
！
卒
和
、
民
主
主
義
お
よ
び
杜
會
主
義
の
た
め
の
闘
箏
に
お
け
る
勤
勢
者
の
あ
ら
ゆ
る
組
織
相
互
の
行

　
動
の
統
一
性
を
強
化
せ
し
め
よ
！
　
す
べ
て
は
新
し
い
職
箏
登
生
の
危
瞼
に
た
い
す
る
闘
箏
に
あ
る
。
帝
國
主
義
的
な
職
箏
誘
登
者
を
断
呼
暴
露
せ
よ
！
　
卒
和

　
と
人
民
相
互
の
協
力
の
た
め
に
！
」
と
あ
り
、
一
九
五
九
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
は
「
九
、
萬
國
の
人
民
！
　
卒
和
の
維
持
と
確
保
の
た
め
の
闘
孚
を
強
化
せ
よ
！

　
帝
國
主
義
的
な
職
箏
誘
爽
者
を
断
呼
暴
露
せ
よ
！
　
揺
が
ぬ
李
和
と
人
民
相
互
の
協
力
の
た
め
に
！
」
、
「
一
〇
、
世
界
の
人
民
！
　
原
水
爆
兵
器
の
帥
時
實
験
停

　
止
と
永
久
禁
止
を
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
政
府
と
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
要
求
せ
よ
！
武
装
と
兵
力
の
縮
小
の
た
め
に
闘
え
！
」
、
「
二
、
萬
國
の
人
民
！
〈
冷
い
職
雫
V

　
の
停
止
と
國
際
緊
張
の
緩
和
に
努
力
せ
よ
！
　
可
及
的
に
速
か
な
ド
イ
ッ
と
の
卒
和
條
約
締
結
と
西
ベ
ル
リ
ン
の
占
領
睦
制
解
清
の
た
め
に
！
」
と
あ
る
。

（
1
2
）
　
た
と
え
ば
一
九
五
八
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
は
「
七
、
萬
國
の
諸
共
産
蕪
お
よ
び
諸
勢
働
者
蕪
ー
螢
働
者
階
級
な
ら
び
に
全
動
勢
者
の
前
衛
萬
歳
！
　
卒

　
和
、
民
主
主
義
と
批
會
主
義
の
た
め
の
闘
争
に
お
け
る
か
れ
ら
の
兄
弟
的
な
協
力
を
強
化
せ
し
め
よ
！
」
、
「
九
、
強
力
な
肚
會
主
義
陣
管
ー
李
和
と
人
民
の
安

　
全
の
確
實
な
防
壁
萬
歳
！
　
肚
會
主
義
諸
國
の
人
民
相
互
の
大
い
な
る
友
情
を
強
化
、
開
花
せ
し
め
よ
！
」
と
、
　
一
九
五
八
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
で
は
「
五
、
萬



　
國
の
諸
共
産
裳
お
よ
び
諸
勢
働
者
堂
i
準
和
、
民
主
主
義
と
社
會
主
義
の
た
め
の
闘
箏
に
お
け
る
勢
働
者
階
級
な
ら
び
に
全
勤
螢
者
の
前
衛
に
熱
い
挨
拶
を
迭

　
る
！
諸
共
産
裳
お
よ
び
諸
勢
働
者
黛
の
牢
固
た
る
兄
弟
的
な
統
一
と
結
東
萬
歳
！
　
マ
ル
ク
ス
ー
レ
ー
ニ
ソ
主
義
の
旗
を
よ
り
高
く
掲
げ
よ
！
」
、
「
一
二
、
強
力

　
な
肚
會
主
義
陣
螢
－
準
和
と
人
民
の
安
全
の
堅
固
な
防
壁
萬
歳
！
　
肚
會
主
義
陣
螢
内
の
諸
國
の
人
民
相
互
の
大
い
な
る
友
情
を
強
化
、
開
花
せ
し
め
よ
！
」

　
と
、
　
一
九
五
九
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
は
「
七
、
萬
國
の
諸
共
産
蕪
お
よ
び
諸
勢
働
者
蕪
－
卒
和
、
人
民
の
民
族
的
濁
立
の
た
め
、
民
主
主
義
と
肚
會
主
義
の
た

　
め
の
闘
雫
に
お
け
る
勢
働
者
階
級
な
ら
び
に
全
勤
勢
者
の
前
衛
に
熱
い
挨
拶
を
迭
る
！
　
諸
共
産
窯
お
よ
び
諸
勢
働
者
蕪
の
牢
固
た
る
兄
弟
的
な
統
一
と
結
東
萬

　
歳
！
」
、
「
一
二
、
杜
會
主
義
の
世
界
的
組
織
－
単
和
と
人
民
の
安
全
の
堅
固
な
防
壁
萬
歳
！
　
杜
會
主
義
陣
螢
内
の
諸
國
の
人
民
相
互
の
大
い
な
る
友
情
を
強

　
化
、
開
花
せ
し
め
よ
！
」
と
あ
る
。
ま
た
一
九
五
七
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
は
「
三
、
プ
・
レ
タ
リ
ア
國
際
主
義
の
旗
を
よ
り
高
く
掲
げ
よ
！
」
、
一
九
五
七
年
一

　
一
月
、
一
九
五
八
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
は
「
一
一
、
國
際
的
な
プ
・
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
職
闘
的
團
結
は
肚
會
主
義
事
業
の
不
敗
の
保
鐙
で
あ
る
！
　
プ
・
レ
タ
リ

　
ア
國
際
主
義
の
旗
を
よ
り
高
く
掲
げ
よ
！
」
、
一
九
五
八
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
で
は
「
六
、
國
際
的
な
勢
働
者
階
級
の
職
闘
的
團
結
は
民
主
主
義
と
肚
會
主
義
事

　
業
の
不
敗
の
保
謹
で
あ
る
！
　
プ
・
レ
タ
リ
ア
國
際
主
義
の
旗
を
よ
り
高
く
掲
げ
よ
！
」
と
呼
掛
け
の
封
象
が
横
大
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
は
「
萬
國
の
勢
働
者
階

　
級
」
（
一
九
五
九
年
五
月
の
リ
ス
ト
の
第
三
の
ア
ピ
ー
ル
）
、
「
勤
勢
者
」
（
一
九
五
九
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
の
第
七
の
ア
ピ
ー
ル
）
、
「
萬
國
の
勤
勢
者
」
（
一
九
六

　
〇
年
五
月
の
リ
ス
ト
の
第
三
の
ア
ピ
！
ル
）
へ
と
一
般
化
さ
れ
て
い
る
鮎
も
見
逃
せ
な
い
。

（
1
3
）
　
一
九
五
七
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
に
の
み
加
え
ら
れ
た
八
ア
ピ
ー
ル
に
つ
い
て
は
註
4
で
紹
介
し
た
が
、
こ
の
第
四
、
第
六
、
第
七
、
第
八
、
第
九
の
五
ア
ピ
ー

　
ル
は
一
九
五
七
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
以
外
に
お
い
て
は
第
一
樂
章
的
な
諸
ア
ピ
ー
ル
と
し
て
で
は
な
く
、
終
樂
章
的
な
諸
ア
ピ
ー
ル
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
い
る
。

（
1
4
）
　
一
九
五
八
年
五
月
以
前
の
リ
ス
ト
で
は
第
二
〇
同
黛
大
會
に
關
す
る
呼
掛
け
を
第
一
樂
章
的
な
諸
ア
ピ
ー
ル
の
内
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
ぬ
が
、
第
三
樂
章

　
的
な
諸
ア
ピ
ー
ル
と
し
て
は
登
場
し
て
い
る
。

（
1
5
）
　
一
九
五
六
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
で
は
、
こ
の
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
た
順
に
列
羅
す
る
と
中
國
、
ポ
ー
ラ
ソ
ド
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
、
ハ
ソ
ガ
リ
ー
、
ル
ー

　
マ
ニ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ア
ル
バ
ニ
ア
、
モ
ソ
ゴ
ー
ル
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
、
朝
鮮
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ド
イ
ッ
ヘ
の
一
二
の
ア
ピ
ー
ル
が
、
ま
た
一
九
五
六
年
五
月

　
の
リ
ス
ト
で
は
中
國
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
・
ハ
ソ
ガ
リ
ー
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
・
ル
ー
マ
ニ
ア
・
ア
ル
バ
ニ
ア
・
モ
ソ
ゴ
ー
ル
、
朝
鮮
、
ド
イ
ツ
、

　
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ピ
ヤ
の
五
ア
ピ
ー
ル
が
み
ら
れ
る
。

（
1
6
）
　
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
ヘ
の
呼
掛
け
で
は
そ
の
謝
象
は
、
一
九
五
八
年
一
一
月
以
前
の
リ
ス
ト
に
お
い
て
は
、
「
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
共
和
國
の
勤
螢
者
」
で

　
は
な
く
、
「
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
共
和
國
の
人
民
」
と
表
示
さ
れ
て
い
た
。

（
1
7
）
　
一
九
六
〇
年
五
月
の
リ
ス
ト
に
よ
る
と
、
「
一
八
、
卒
和
の
た
め
、
民
主
的
な
ま
た
李
和
愛
好
的
な
統
一
ド
イ
ッ
の
た
め
の
闘
孚
に
お
け
る
全
ド
イ
ッ
の
進

　
歩
的
勢
力
の
防
壁
ー
ド
イ
ッ
民
主
共
和
國
萬
歳
。
杜
會
主
義
を
建
設
し
つ
つ
あ
る
ド
イ
ッ
民
主
共
和
國
の
勤
勢
者
に
兄
弟
的
な
挨
拶
を
邊
る
！
　
ソ
ヴ
エ
ト
人
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近
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民
と
ド
イ
ツ
人
民
相
互
の
友
好
を
強
化
せ
し
め
よ
！
」
、
「
二
四
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ヤ
人
民
共
和
國
連
邦
の
勤
勢
者
に
兄
弟
的
な
挨
拶
を
逸
る
！
　
耶
和
と
肚
會
主

義
の
側
に
立
つ
闘
箏
の
た
め
に
ソ
ヴ
エ
ト
人
民
と
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ピ
ヤ
人
民
と
の
友
好
を
登
展
、
強
化
せ
し
め
よ
！
」
と
あ
る
。
ド
イ
ッ
ヘ
の
呼
掛
け
、
ユ
ー
ゴ
ス

　
ラ
ビ
ヤ
ヘ
の
呼
掛
け
は
と
も
に
リ
ス
ト
に
よ
つ
て
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
い
。
一
九
五
七
年
五
月
の
リ
ス
ト
に
は
「
一
五
、
軍
國
主
義
の
復
活
に
反
封
し
、
李
和

　
的
、
民
主
主
義
的
基
礎
の
上
に
立
つ
組
國
の
統
一
の
た
め
に
闘
い
つ
つ
あ
る
全
ド
イ
ッ
の
準
和
愛
好
的
勢
力
の
防
壁
1
ー
ド
イ
ッ
民
主
共
和
國
萬
歳
！
　
杜
會
主

義
を
建
設
し
つ
つ
あ
る
ド
イ
ッ
民
主
共
和
國
の
勤
勢
者
に
兄
弟
的
な
挨
拶
を
逸
る
！
　
ド
イ
ッ
蓮
邦
共
和
國
の
勤
勢
者
お
よ
び
す
べ
て
の
進
歩
的
、
卒
和
愛
好
的

　
勢
力
に
兄
弟
的
な
挨
拶
を
逡
る
！
　
ヨ
ー
・
ッ
パ
の
李
和
の
た
め
に
ド
イ
ッ
人
民
と
ソ
ヴ
エ
ト
人
民
相
互
の
友
好
を
強
化
せ
し
め
よ
！
」
、
「
二
九
、
肚
會
主
義
を

　
建
設
し
つ
つ
あ
る
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
、
ア
の
勤
勢
者
に
兄
弟
的
な
挨
拶
を
迭
る
！
　
ソ
ヴ
エ
ト
連
邦
の
人
民
と
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
連
邦
人
民
共
和
國
の
人
民
と
の
牢
固

　
た
る
友
好
と
協
力
萬
歳
！
」
と
あ
つ
た
。

（
1
8
）
　
一
九
五
七
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
で
は
ビ
ル
マ
・
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
ヘ
の
呼
掛
け
に
新
た
に
セ
イ
ロ
ソ
・
カ
ン
ボ
ヂ
ヤ
が
加
え
ら
れ
、
ス
エ
ー
デ
ソ
・
ノ
ー
ル
ウ

　
ェ
イ
・
デ
ン
マ
ー
ク
・
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
ヘ
の
ニ
ア
ピ
ー
ル
が
新
設
さ
れ
た
。
一
九
五
八
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
は
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
は
ビ
ル
マ
・
セ

　
イ
ロ
ソ
・
カ
ソ
ボ
ヂ
ヤ
と
は
別
個
の
濁
立
し
た
呼
掛
け
を
も
つ
て
扱
わ
れ
た
が
、
　
一
九
五
八
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
で
は
爾
者
は
一
つ
の
呼
掛
け
に
綜
合
さ
れ
、
　
一

　
九
六
〇
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
再
び
分
離
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
　
一
九
五
八
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
で
は
ヨ
ル
ダ
ン
・
レ
バ
ノ
ン
、
統
一
ア
ラ
ブ
、
イ
ラ
ク
、
ア
フ
リ

　
カ
、
ラ
テ
ン
ー
ア
メ
リ
カ
ヘ
の
五
ア
ピ
ー
ル
が
、
一
九
五
九
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
は
ド
イ
ッ
ヘ
の
ア
ピ
ー
ル
が
、
　
一
九
五
九
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
で
は
ア
フ
ガ
ニ

　
ス
タ
ソ
ヘ
の
ア
ピ
ー
ル
が
そ
れ
ぞ
れ
新
設
さ
れ
て
い
る
。

（
1
9
）
　
一
九
五
七
年
五
月
の
リ
ス
ト
に
は
、
勤
象
別
に
列
翠
す
る
と
、
イ
ソ
ド
、
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
・
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
フ
ィ
ソ
ラ
ン
ド
、
日

　
本
、
近
東
ア
ラ
ブ
、
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
・
ビ
ル
マ
、
植
民
地
お
よ
び
從
驕
國
の
人
民
へ
の
九
ア
ピ
：
ル
が
、
又
一
九
六
〇
年
五
月
の
リ
ス
ト
に
は
、
イ
ン
ド
、
イ
ソ

　
ド
ネ
シ
ヤ
、
ビ
ル
マ
・
セ
イ
ロ
ソ
・
カ
ソ
ボ
ヂ
ヤ
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ソ
、
　
ア
ラ
ブ
諸
國
、
　
ア
フ
リ
カ
、
ラ
テ
ン
ー
ア
メ
リ
カ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
、
イ
ギ
リ
ス
、

　
フ
ラ
ソ
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ス
エ
ー
デ
ン
・
ノ
ー
ル
ウ
ェ
イ
・
デ
ソ
マ
ー
ク
・
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
日
本
の
一
六
ア
ピ

　
！
ル
が
み
ら
れ
る
o

（
2
0
）
　
一
九
五
八
年
五
月
以
前
の
リ
ス
ト
で
は
イ
ン
ド
、
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
、
ビ
ル
マ
、
セ
イ
・
ン
、
カ
ソ
ボ
ヂ
ャ
ヘ
の
呼
掛
け
は
す
べ
て
「
兄
弟
的
な
挨
拶
一
を
邊

　
つ
て
い
た
が
、
一
九
五
八
年
一
一
月
以
後
の
リ
ス
ト
で
は
そ
れ
が
「
熱
い
挨
拶
一
に
改
め
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
一
九
五
七
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
に
は
「
三
〇
、
想

　
國
の
登
展
の
た
め
、
ア
ジ
ア
と
全
世
界
の
耶
和
の
た
め
に
岡
い
つ
つ
あ
る
偉
大
な
イ
ソ
ド
の
人
民
に
兄
弟
的
な
挨
拶
を
邊
る
！
　
ソ
ヴ
エ
ト
連
邦
の
人
民
と
イ
ソ

　
ド
の
人
民
相
互
の
友
好
と
協
力
を
強
化
せ
し
め
よ
1
」
と
あ
つ
た
が
、
一
九
五
九
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
に
は
「
二
六
、
偉
大
な
イ
ン
ド
人
民
に
熱
い
挨
拶
を
邊

　
る
！
　
ソ
ヴ
エ
ト
連
邦
の
人
民
と
イ
ソ
ド
の
人
民
相
互
の
友
好
と
協
力
を
強
化
せ
し
め
よ
！
」
と
あ
る
。



ハ
2
1
㌧
　
い
ず
れ
の
リ
ス
ト
に
お
い
て
も
そ
の
第
二
樂
章
的
な
部
分
は
レ
ー
ニ
ン
主
義
的
な
封
外
政
策
を
稻
え
る
呼
掛
け
を
も
つ
て
終
つ
て
い
る
。
一
九
五
八
年
一
一

　
月
以
前
の
リ
ス
ト
で
は
「
杜
會
艦
制
を
異
に
し
た
諸
國
家
の
耶
和
的
共
存
の
政
策
、
卒
和
の
維
持
と
確
保
の
政
策
、
す
べ
て
の
國
々
と
の
纒
濟
的
お
よ
び
文
化
的

　
な
關
係
促
進
の
政
策
で
あ
る
ソ
ヴ
エ
ト
蓮
邦
の
レ
ー
ニ
ン
主
義
的
な
封
外
政
策
萬
歳
！
」
（
傍
鮎
筆
者
）
と
あ
つ
た
が
、
一
九
五
九
年
五
月
お
よ
び
一
一
月
の
リ
ス

　
ト
で
は
傍
鮎
の
箇
所
が
「
…
…
卒
和
と
人
民
の
安
全
の
維
持
と
確
保
の
政
策
…
…
」
と
、
ま
た
一
九
六
〇
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
は
「
…
…
李
和
と
人
民
の
安
全
の

維
持
と
確
保
の
、
人
民
の
自
由
と
濁
立
の
尊
重
の
政
策
：
…
二
と
改
め
ら
れ
て
い
る
呼
掛
け
が
そ
れ
で
あ
る
。
第
一
樂
章
的
な
、
特
に
第
二
樂
章
的
な
諸
ア
ピ
ー

　
ル
の
憂
化
の
一
面
を
知
る
上
に
、
こ
の
呼
掛
け
の
攣
化
の
過
程
は
貴
重
て
あ
る
。

二

　
一
九
六
〇
年
の
メ
ー
デ
ー
の
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
す
な
わ
ち
リ
ス
ト
を
例
に
と
る
と
こ
の
リ
ス
ト
の
第
四
二
か
ら
第
九
七
に
至
る
ま
で
の
諸
ア
ピ

ー
ル
、
い
い
か
え
る
と
封
内
的
な
諸
ア
ピ
ー
ル
か
ら
な
る
リ
ス
ト
の
後
孚
は
、
い
ず
れ
の
リ
ス
ト
に
お
い
て
も
、
そ
の
前
牛
と
同
様
に
二
つ
の
部

分
に
分
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
軍
隊
・
勢
働
者
階
級
お
よ
び
コ
ル
ホ
！
ズ
農
民
・
諸
民
族
を
封
象
と
し
た
諸
ア
ピ
ー
ル
、
勤
螢
者
一
般
を
封
象

と
し
た
諸
ア
ピ
ー
ル
、
勤
螢
者
を
個
別
に
封
象
と
し
た
諸
ア
ピ
ー
ル
に
よ
つ
て
組
立
て
ら
れ
た
第
三
樂
章
的
な
部
分
と
、
「
共
産
主
義
ー
全
人

類
の
輝
け
る
未
來
萬
族
！
」
と
い
う
呼
掛
け
を
も
つ
て
終
を
｝
蓮
の
諸
ア
ピ
ー
ル
か
ら
な
る
終
樂
章
的
な
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
三
　
第
三
樂
章
的
な
諸
ア
ピ
『
ル

　
軍
除
、
勢
働
者
階
級
お
よ
び
コ
ル
ホ
ー
ズ
農
民
、
諸
民
族
を
封
象
と
し
た
諸
ア
ピ
ー
ル
　
　
こ
れ
ら
の
呼
掛
け
は
い
ず
れ
の
リ
ス
ト
に
も
あ

り
、
ま
た
配
列
も
常
に
一
致
し
、
内
容
的
な
攣
化
も
著
し
く
は
な
い
。
し
か
し
、
軍
除
へ
の
呼
掛
け
に
み
ら
れ
る
攣
化
、
具
艦
的
に
い
う
と
、
一

九
五
七
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
は
「
國
家
の
利
盆
と
わ
が
租
國
の
安
全
を
護
る
勇
敢
な
ソ
ヴ
エ
ト
軍
事
力
に
榮
光
あ
れ
！
」
と
、
一
九
五
七
年
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
　
ヤ
　
　
　
も
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
い
　
　
　
モ
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む

月
お
よ
び
｝
九
五
八
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
は
「
わ
が
租
國
の
安
全
を
護
る
勇
敢
な
、
勝
利
の
榮
光
に
輝
く
ソ
ヴ
エ
ト
軍
事
力
萬
歳
！
」
（
傍
鮎
筆
者
）

　
　
　
最
近
の
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
（
一
も
霧
ぴ
苗
二
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
　
　
　
吟
二
四
五
）



　
　
　
最
近
の
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
（
昌
℃
冨
＝
孚
一
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
　
　
　
（
二
四
六
）

と
あ
つ
た
が
、
こ
の
傍
黙
の
箇
所
が
、
一
九
五
八
年
コ
月
の
リ
ス
ト
で
は
「
國
家
の
利
盆
と
わ
が
租
國
の
安
全
を
油
断
な
く
護
る
…
…
」
と
、

一
九
五
九
年
五
月
以
後
の
リ
ス
ト
で
は
「
雫
和
、
國
家
の
利
盆
お
よ
び
わ
が
組
國
の
安
全
を
油
断
な
く
護
る
…
…
」
と
改
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
て
お
き
た
い
。
呼
掛
け
る
封
象
の
性
格
、
「
國
家
の
利
盆
」
と
い
う
語
の
到
明
な
意
味
そ
し
て
ま
た
こ
の
語
の
復
活
の
時
を
あ
わ
せ
考
え

る
な
ら
ば
、
前
述
の
よ
う
な
修
正
あ
る
い
は
憂
更
を
軍
な
る
修
鱒
上
の
乃
至
は
ま
た
表
現
技
術
上
の
要
求
に
因
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
は
許
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ま
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
ま
た
注
目
す
べ
き
こ
と
に
は
、
「
螢
働
者
階
級
お
よ
び
コ
ル
ホ
ー
ズ
農
民
」
と
「
ソ
ヴ
エ
ト
蓮
邦
の
諸
民
族
」
へ
の

呼
掛
け
は
、
一
九
五
七
年
五
月
以
後
、
實
質
的
な
意
味
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
あ
る
い
は
全
く
攣
化
し
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
勤
螢
者
一
般
を
封
象
と
し
た
諸
ア
ピ
ー
ル
　
　
こ
れ
ら
の
ア
ピ
ー
ル
の
敷
お
よ
び
配
列
、
し
た
が
つ
て
ま
た
そ
の
内
容
に
み
ら
れ
る
顯
著
な
攣

化
は
、
一
言
に
し
て
い
え
ば
七
ヵ
年
計
書
に
關
す
る
呼
掛
け
の
登
場
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
『
九
五
八
年
二
月
以
前
の
リ
ス
ト
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

い
て
は
、
「
第
二
〇
同
蕪
大
會
の
諸
決
定
の
實
現
」
・
「
第
六
次
五
ヵ
年
計
叢
の
目
標
の
期
限
前
途
行
」
・
「
一
九
五
七
年
度
の
國
民
維
濟
計
書
の
期

　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

限
前
途
行
」
・
「
工
業
お
よ
び
建
設
の
管
理
組
織
の
完
成
」
、
あ
る
い
は
「
第
二
〇
同
窯
大
會
の
諸
決
定
の
實
現
」
・
人
口
一
人
當
り
の
生
産
高
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑩
）

い
て
先
進
資
本
主
義
國
に
追
付
き
追
越
す
た
め
の
「
全
國
民
的
な
肚
會
主
義
競
孚
の
展
開
」
・
「
工
業
お
よ
び
建
設
の
新
管
理
制
度
の
活
用
」
、
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
U
）

は
、
第
二
一
同
窯
大
會
を
記
念
す
る
「
全
國
民
的
な
肚
會
主
義
競
孚
の
展
開
」
・
人
口
一
人
営
り
の
生
産
高
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
に
追
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
聡
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
）

き
追
越
す
と
い
う
「
歴
史
的
問
題
解
決
の
た
め
の
大
衆
蓮
動
の
展
開
」
・
「
工
業
お
よ
び
建
設
の
新
管
理
制
度
の
活
用
」
と
い
つ
た
よ
う
な
呼
掛
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
U
）

が
勤
螢
者
一
般
に
逡
ら
れ
て
い
た
が
、
一
九
五
九
年
五
月
以
後
の
リ
ス
ト
に
お
い
て
は
、
「
七
ヵ
年
計
書
の
途
行
と
超
過
途
行
」
・
人
口
一
人
當
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
駈
）

の
生
産
高
に
お
い
て
先
進
資
本
主
義
國
に
追
付
き
追
越
す
と
い
う
「
歴
史
的
な
任
務
の
途
行
」
・
「
す
べ
て
の
工
場
お
よ
び
建
設
所
、
す
べ
て
の
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

ル
ホ
ー
ズ
お
よ
び
ソ
フ
ホ
ー
ズ
に
よ
る
七
ヵ
年
計
叢
の
途
行
と
超
過
途
行
」
・
「
七
ヵ
年
計
書
の
第
一
年
目
に
當
る
一
九
五
九
年
度
の
國
民
経
濟
計

　
　
　
　
　
　
（
π
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
聡
）

畳
の
期
限
前
途
行
」
・
「
先
騒
的
な
経
験
と
新
し
い
技
術
の
生
産
へ
の
移
植
」
、
あ
る
い
は
、
経
濟
お
よ
び
文
化
の
高
揚
と
「
杜
會
主
義
的
な
組
國

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
20
）

の
威
力
の
よ
り
以
上
の
強
化
」
・
人
口
一
人
當
り
の
生
産
高
に
お
け
る
「
資
本
主
義
と
の
李
和
的
な
競
雫
に
お
い
て
の
勝
利
の
達
成
」
・
「
す
べ
て



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
飢
）

の
工
場
お
よ
び
建
設
所
、
す
べ
て
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
お
よ
び
ソ
フ
ホ
！
ズ
に
よ
る
七
ヵ
年
計
叢
の
期
限
前
途
行
」
、
ま
た
は
、
「
七
ヵ
年
計
叢
の
途
行

　
　
　
（
盟
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
認
）

と
超
過
途
行
」
・
人
口
一
人
當
り
の
生
産
高
に
お
け
る
「
資
本
主
義
と
の
李
和
的
な
競
雫
に
お
い
て
の
勝
利
の
達
成
」
・
「
七
ヵ
年
計
書
の
第
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
24
）

目
に
當
る
一
九
六
〇
年
度
の
國
民
経
濟
計
書
の
期
限
前
途
行
」
と
い
つ
た
呼
掛
け
が
勤
螢
者
】
般
に
與
え
ら
れ
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
一
九
五
九
年
五
月
以
後
の
リ
ス
ト
に
お
い
て
、
封
内
的
な
主
と
し
て
第
三
樂
章
的
な
諸
ア
ピ
ー
ル
の
基
調
に
攣
化
が
認
め
ら
れ
る
。

「
七
ヵ
年
計
書
の
途
行
と
過
程
途
行
」
、
「
人
口
一
人
當
り
の
生
産
高
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
に
追
付
き
、
邉
越
そ
う
」
と
い
う
新
た
な
主
題

が
勤
勢
者
一
般
を
封
象
と
す
る
諸
ア
ピ
ー
ル
を
通
し
て
打
出
さ
れ
る
に
至
つ
た
。
も
つ
と
も
か
か
る
主
題
が
一
九
五
九
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
突
然

に
提
示
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
新
し
い
主
題
提
示
の
た
め
の
準
備
的
な
努
力
と
配
慮
が
一
九
五
八
年
以
前
の
勤
螢
者
一
般
を
封
象
と
し
た
諸
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
妨
）

ピ
ー
ル
の
う
ち
に
認
め
ら
れ
る
。
し
か
ら
ば
勤
勢
者
を
個
別
に
封
象
と
し
た
諸
ア
ピ
ー
ル
に
は
ど
の
よ
う
な
攣
化
が
み
ら
れ
る
か
。

　
勤
螢
者
を
個
別
に
封
象
と
し
た
諸
ア
ピ
ー
ル
　
　
こ
の
種
の
ア
ピ
ー
ル
は
、
封
象
が
個
別
で
あ
る
關
係
上
當
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
常
に
相
當

な
薮
に
達
し
て
い
る
。
一
九
五
七
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
は
二
九
の
、
ま
た
そ
の
後
の
リ
ス
ト
で
は
、
二
八
、
三
一
、
三
一
、
三
四
、
三
二
、
三
五

の
ア
ピ
ー
ル
が
薮
え
ら
れ
る
。
勿
論
リ
ス
ト
に
よ
つ
て
ア
ピ
ー
ル
の
新
設
乃
至
は
復
活
あ
る
い
は
除
去
が
あ
り
、
ま
た
配
列
に
も
若
干
の
攣
動
が

み
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、
こ
こ
で
逐
一
紹
介
す
る
ま
で
の
こ
と
も
な
い
の
で
、
つ
ぎ
に
リ
ス
ト
に
よ
る
内
容
上
の
攣
化
を
要
約
し
て
み
よ
う
。

　
第
一
に
、
「
工
業
、
建
設
お
よ
び
運
輸
の
從
業
員
」
、
「
重
工
業
從
業
員
」
、
「
石
油
お
よ
び
ガ
ス
産
業
從
業
員
」
、
「
化
學
工
業
從
業
員
」
、
「
建
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）

資
材
工
業
從
業
員
」
な
ど
へ
の
呼
掛
け
に
つ
い
て
み
る
と
、
大
き
な
攣
化
は
見
當
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
】
般
的
に
は
著
し
い
攣
化
の
み
ら
れ
な
い

こ
と
こ
そ
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
重
工
業
へ
の
呼
掛
け
が
一
九
五
八
年
五
月
以
前
の
リ
ス
ト
で
は
「
重
工
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
ち
　
　
　
め
　
　
　
も
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
む
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
む
　
　
　
ち
　
　
　
め
　
　
　
ち
　
　
　
む
　
　
　
ヤ
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
ち
　
　
　
む
　
　
　
ち
　
　
　
も
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
む
　
　
　
も
　
　
　
む
　
　
　
も
　
　
　
ち

は
全
國
民
経
濟
の
よ
り
一
暦
の
高
揚
、
人
民
の
物
質
的
幅
祉
と
文
化
的
水
準
の
向
上
、
わ
れ
わ
れ
の
威
力
と
安
全
の
彊
化
、
の
基
礎
で
あ
る
！

重
工
業
從
業
員
に
榮
光
あ
れ
！
」
（
傍
黙
筆
者
）
と
あ
り
、
一
九
五
八
年
コ
月
以
後
の
リ
ス
ト
で
は
傍
黙
の
箇
所
が
「
…
…
人
民
の
輻
阯
の
檜
進

と
わ
が
租
國
の
防
衛
力
の
彊
化
、
…
…
」
と
修
正
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
し
た
が
つ
て
重
工
業
に
た
い
す
る
基
本
的
な
態
度
乃
至
期
待
は
、
少

　
　
　
最
近
の
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
（
昌
℃
蕃
＝
弱
＝
）
に
っ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
　
　
　
（
二
四
七
）



　
　
　
最
近
の
ブ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
（
＝
讐
穿
5
呂
に
っ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
　
　
　
（
二
四
八
）

く
と
も
呼
掛
け
の
上
で
は
、
一
貫
し
て
攣
つ
て
な
い
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
リ
ス
ト
に
よ
る
攣
更
が
全
く
み
ら
れ
な
い
と
い
う
の
で
は
な
い
。
た

と
え
ば
、
一
九
五
八
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
の
「
ソ
ヴ
エ
ト
の
冶
金
技
術
者
」
へ
の
呼
掛
け
で
は
「
．
…
：
よ
り
多
く
の
鑛
石
、
鋳
鐵
、
鋼
鐵
、
軌
道
、

非
鐵
金
属
お
よ
び
稀
金
薦
を
國
民
経
濟
へ
！
」
と
あ
つ
た
が
、
　
一
九
六
〇
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
は
「
・
：
．
．
．
よ
り
多
く
の
鑛
石
、
鋳
鐵
、
鋼
鐵
、
軌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
（
禦
）

道
、
鋼
管
、
非
鐵
金
驕
お
よ
び
稀
金
属
を
國
民
経
濟
へ
！
」
と
改
め
ら
れ
た
よ
う
な
攣
化
は
し
ば
ら
く
措
く
と
し
て
も
、
一
九
五
七
年
五
月
以
來

生
産
性
の
向
上
が
、
ま
た
特
に
一
九
五
九
年
五
月
以
後
生
産
技
術
の
改
新
・
生
産
工
程
の
綜
合
的
機
械
化
と
自
動
化
あ
る
い
は
生
産
の
合
理
化
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）

原
慣
の
引
下
げ
が
個
別
的
な
封
象
へ
の
呼
掛
け
に
お
い
て
執
拗
に
彊
調
さ
れ
來
つ
て
い
る
こ
と
は
記
憶
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

　
第
二
に
、
「
輕
工
業
從
業
員
」
、
「
食
品
工
業
從
業
員
」
、
「
通
信
機
關
從
業
員
」
、
「
漁
業
從
業
員
」
な
ど
へ
の
呼
掛
け
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

ら
の
呼
掛
け
に
は
特
に
注
目
す
べ
き
攣
化
は
見
當
ら
な
い
が
、
一
九
五
九
年
五
月
以
後
の
リ
ス
ト
に
は
「
地
方
的
産
業
お
よ
び
協
同
組
合
的
産
業

の
從
業
員
！
　
供
給
量
を
檜
加
さ
せ
よ
、
生
産
品
の
質
を
向
上
さ
せ
ま
た
原
慣
を
引
下
げ
よ
！
　
住
民
へ
の
日
常
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
全
力
を
あ
げ

て
改
善
せ
よ
！
」
と
い
う
呼
掛
け
が
は
じ
め
て
登
場
し
て
い
る
。
勿
論
こ
の
呼
掛
け
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
生
産
性
の
向
上
特
に
品
質
の
向
上
と
原

慣
の
引
下
げ
と
い
う
要
求
は
、
い
ず
れ
の
呼
掛
け
に
も
強
弱
の
差
こ
そ
あ
れ
等
し
く
認
め
ら
れ
る
。

　
第
三
に
、
「
男
子
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
お
よ
び
女
子
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
、
ソ
フ
ホ
ー
ズ
員
お
よ
び
P
T
O
從
業
員
、
農
業
專
門
家
」
、
「
未
開
墾
地
の
辛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
訂
）

螢
者
」
な
ど
へ
の
呼
掛
け
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
れ
ら
の
呼
掛
け
に
お
い
て
も
、
農
業
管
理
機
構
の
改
組
あ
る
い
は
増
産
さ
れ
る
べ
き
農
産
物
の

　
　
　
　
（
舘
）

品
目
の
修
正
を
示
す
具
髄
的
な
攣
化
が
み
ら
れ
る
反
面
、
國
民
の
食
需
要
と
工
業
の
原
料
需
要
を
完
全
に
み
た
し
、
國
家
の
他
の
す
べ
て
の
農
産

物
需
要
を
み
た
す
こ
と
を
可
能
に
す
る
よ
5
な
生
産
水
準
の
達
成
、
換
言
す
る
と
農
業
に
お
け
る
勢
働
生
産
性
の
向
上
．
農
産
物
の
原
領
の
引
下

げ
・
農
業
の
機
械
化
と
農
業
技
術
の
改
善
と
い
う
要
請
が
常
に
一
貫
し
て
彊
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
氣
付
く
。
特
に
、
一
九
五
九
年
五
月
以
後
の

リ
ス
ト
で
は
「
男
子
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
お
よ
び
女
子
コ
ル
ホ
！
ズ
員
、
ソ
フ
ホ
ー
ズ
從
業
員
お
よ
び
農
業
專
門
家
！
　
科
學
と
技
術
の
成
果
を
農
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
器
）

生
産
に
大
謄
に
移
植
せ
よ
！
　
原
便
の
引
下
げ
に
根
氣
強
く
努
力
せ
よ
！
」
と
い
う
呼
掛
け
が
重
複
的
に
加
え
ら
淑
て
い
る
。
す
な
わ
ち
コ
ル
ホ



ー
ズ
員
、
ソ
フ
ホ
ー
ズ
從
業
員
お
よ
び
農
業
專
門
家
に
た
い
す
る
呼
掛
け
の
主
髄
の
期
待
と
要
求
と
が
さ
ら
に
張
調
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
ウ

　
第
四
に
、
「
ソ
ヴ
エ
ト
の
公
務
員
」
、
「
學
者
お
よ
び
高
等
敏
員
」
、
「
印
刷
、
ラ
ジ
ォ
、
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
、
出
版
お
よ
び
文
化
・
啓
蒙
機
關
の
勤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

務
員
」
、
「
書
療
機
關
の
勤
務
員
」
な
ど
へ
の
呼
掛
け
に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
の
多
く
は
さ
し
て
攣
つ
て
な
い
が
、
「
文
學
お
よ
び
藝
術
の
活
動
家
」

へ
の
呼
掛
け
に
お
い
て
は
、
そ
の
活
動
を
通
し
て
ソ
ヴ
エ
ト
人
の
偉
大
さ
・
美
し
さ
と
英
雄
的
な
行
爲
を
表
現
す
べ
き
こ
と
が
、
ま
た
「
學
者
お

よ
び
高
等
教
員
」
へ
の
呼
掛
け
で
は
教
育
と
生
産
と
の
關
係
の
緊
密
化
が
、
い
ず
れ
も
、
一
九
五
九
年
五
月
以
後
の
リ
ス
ト
に
お
い
て
は
強
く
求

め
ら
れ
て
い
る
黙
に
注
目
を
引
く
。
ま
た
一
九
六
〇
年
五
月
の
リ
ス
ト
に
は
「
印
刷
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
、
出
版
お
よ
び
丈
化
・
啓
蒙
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

關
の
勤
務
員
」
へ
の
呼
掛
け
が
新
た
に
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。

　
四
　
終
樂
章
的
な
諸
ア
ピ
肛
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）

　
い
ず
れ
の
リ
ス
ト
も
「
共
産
主
義
－
全
人
類
の
輝
け
る
未
來
萬
歳
！
」
と
い
う
呼
掛
け
を
も
つ
て
終
る
一
蓮
の
、
す
な
わ
ち
一
九
六
〇
年
五

月
の
リ
ス
ト
を
例
に
と
る
と
そ
の
第
八
四
か
ら
第
九
七
に
至
る
ま
で
の
、
い
わ
ば
終
樂
章
的
な
諸
ア
ピ
ー
ル
を
備
え
て
い
る
。
し
か
し
ア
ピ
！
ル

の
藪
は
リ
ス
ト
に
よ
つ
て
一
定
し
て
な
い
。
一
九
五
七
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
は
一
〇
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
後
、
七
、
一
七
、
一
六
、
一
四
、
一
四
、

一
四
と
檜
減
し
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
一
九
五
七
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
で
の
減
少
と
一
九
五
八
年
五
月
お
よ
び
哨
一
月
の
リ
ス
ト
で
の
増
加
が
差

當
つ
て
の
問
題
と
な
ろ
う
。
一
九
五
七
年
二
月
の
リ
ス
ト
で
の
減
少
は
「
勤
勢
者
代
議
員
諸
ソ
ヴ
エ
ト
」
、
「
ソ
ヴ
エ
ト
の
螢
働
組
合
」
、
「
ソ
ヴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
留
）

エ
ト
の
婦
人
」
、
「
共
産
青
年
同
盟
」
、
「
ソ
蓮
邦
共
産
煎
」
を
封
象
と
し
た
五
ア
ピ
ー
ル
が
、
こ
の
リ
ス
ト
に
お
い
て
の
み
第
一
樂
章
的
な
諸
ア
ピ

！
ル
と
し
て
取
扱
わ
れ
た
た
め
で
あ
り
、
ま
た
一
九
五
八
年
五
月
お
よ
び
一
一
月
の
リ
ス
ト
で
の
壇
加
は
こ
れ
ら
の
リ
ス
ト
に
の
み
「
ソ
ヴ
エ
ト

蓮
邦
の
英
雄
的
な
勢
働
者
階
級
萬
歳
！
」
、
「
ソ
ヴ
エ
ト
蓮
邦
の
榮
あ
る
コ
ル
ホ
ー
ズ
農
民
萬
歳
！
」
、
「
わ
が
人
民
的
な
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ヤ
萬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
舘
）

歳
！
」
と
い
う
三
ア
ピ
ー
ル
が
加
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
も
一
九
五
九
年
五
月
以
後
の
リ
ス
ト
に
は
「
わ
が
愛
す
る
ソ
ヴ
エ
ト
政
府
萬

　
　
　
最
近
の
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
（
＝
℃
認
ぴ
お
＝
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
　
　
　
　
（
二
四
九
）



　
　
　
　
最
近
の
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
（
＝
℃
器
ぴ
田
露
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ
　
　
　
（
二
五
〇
）

歳
！
」
と
い
う
呼
掛
け
が
新
た
に
登
場
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
注
目
す
べ
き
黙
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
終
樂
章
的
な
諸
ア
ピ
ー
ル
に
属
す
る
呼
掛
け
に
は
リ
ス
ト
に
よ
る
内
容
的
な
攣
化
が
一
般
に
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
若
干
の
呼

　
（
齢
）

掛
け
に
は
見
逃
せ
な
い
攣
化
が
認
め
ら
れ
る
が
、
多
く
は
リ
ス
ト
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
不
攣
で
あ
る
。
終
樂
章
的
な
諸
ア
ピ
ー
ル
で
あ
る
以

上
當
然
に
要
求
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
た
が
つ
て
甚
だ
簡
明
な
内
容
を
直
線
的
に
表
現
し
て
い
る
既
述
の
よ
う
な
呼
掛
け
の

新
設
あ
る
い
は
除
去
、
乃
至
は
ま
た
著
し
い
配
列
上
の
攣
更
は
問
題
覗
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
と
考
え
る
。

（
1
）
　
一
九
五
七
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
は
「
三
三
、
螢
働
者
階
級
の
指
導
の
下
に
お
け
る
勢
働
者
階
級
と
コ
ル
ホ
ー
ズ
農
民
の
同
盟
ー
ソ
ヴ
エ
ト
髄
制
の
揺
ぎ
な

　
き
基
礎
萬
歳
！
」
と
、
一
九
五
七
年
一
一
月
お
よ
び
一
九
五
八
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
は
「
勢
働
者
階
級
と
コ
ル
ホ
ー
ズ
農
民
の
同
盟
ー
ソ
ヴ
エ
ト
艦
制
の
接
ぎ

　
な
き
基
礎
萬
歳
！
」
、
一
九
五
八
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
で
は
「
四
二
、
勢
働
者
階
級
と
コ
ル
ホ
ー
ズ
農
民
の
同
盟
ー
ソ
ヴ
エ
ト
髄
制
の
堅
牢
に
し
て
ま
た
揺
ぎ

　
な
ぎ
基
礎
萬
歳
！
」
、
一
九
五
九
年
五
月
、
　
一
一
月
お
よ
び
一
九
六
〇
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
は
「
劣
働
者
階
級
と
コ
ル
ホ
ー
ズ
農
民
の
牢
固
た
る
同
盟
ー
ソ
ヴ

　
エ
ト
髄
制
の
堅
牢
に
し
て
ま
た
揺
ぎ
な
き
基
礎
萬
歳
！
」
と
あ
る
。

（
2
）
　
一
九
五
七
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
は
「
三
四
、
ソ
ヴ
エ
ト
蓮
邦
の
諸
民
族
相
互
の
兄
弟
的
な
友
好
ー
多
民
族
的
な
わ
が
肚
會
主
義
國
家
の
威
力
の
源
泉
を
開

　
花
せ
し
め
よ
萬
歳
！
」
と
あ
る
が
、
一
九
五
七
年
一
一
月
以
後
の
リ
ス
ト
で
は
「
ソ
連
邦
の
諸
民
族
相
互
の
兄
弟
的
な
友
好
ー
多
民
族
的
な
わ
が
肚
會
主
義
國

　
家
の
力
と
威
力
の
源
泉
を
開
花
せ
し
め
よ
萬
歳
！
」
と
あ
る
。

（
3
）
　
リ
ス
ト
に
よ
つ
て
は
勤
勢
者
一
般
を
封
象
と
し
た
諸
ア
ピ
ー
ル
の
枠
は
、
た
と
え
ば
非
肚
會
主
義
諸
國
を
封
象
と
し
た
諸
ア
ピ
ー
ル
の
そ
れ
の
よ
う
に
は
、

　
必
ず
し
も
明
確
に
は
設
定
さ
れ
難
い
。
個
別
的
な
勤
勢
者
を
封
象
と
し
た
ア
ピ
ー
ル
が
動
勢
者
一
般
を
封
象
と
し
た
諸
ア
ピ
：
ル
の
枠
の
内
に
組
入
れ
ら
れ
て
い

　
る
場
合
、
あ
る
い
は
ま
た
そ
の
逆
の
場
合
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
一
九
五
九
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
で
は
人
工
惑
星
の
創
造
に
寄
與
し
た
「
ソ
ヴ
エ
ト
の

　
科
學
者
、
設
計
者
、
技
師
、
技
手
、
勢
働
者
」
へ
の
呼
掛
け
（
第
四
六
の
ア
ピ
ー
ル
）
が
資
本
主
義
國
と
の
李
和
的
な
競
争
を
訴
え
る
「
都
市
お
よ
び
農
村
の
勤

　
勢
者
」
へ
の
呼
掛
け
（
第
四
七
の
ア
ピ
！
ル
）
に
先
立
つ
て
、
す
な
わ
ち
勤
螢
者
一
般
を
封
象
と
し
た
諸
ア
ピ
ー
ル
の
な
か
に
お
か
れ
て
お
り
、
ま
た
第
働
時
間

　
の
短
縮
に
關
す
る
「
ソ
ヴ
エ
ト
連
邦
の
勤
勢
者
」
へ
の
呼
掛
け
は
一
九
五
九
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
で
は
勤
勢
者
一
般
を
封
象
と
し
た
諸
ア
ピ
ー
ル
の
う
ち
に
（
第

　
五
〇
の
ア
ピ
ー
ル
）
、
一
九
六
〇
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
は
勤
勢
者
を
個
別
に
封
象
と
し
た
諸
ア
ピ
ー
ル
の
う
ち
に
（
第
五
一
の
ア
ピ
ー
ル
）
お
か
れ
て
い
る
。

（
4
）
　
一
九
五
七
年
五
月
の
リ
ス
ト
の
第
三
五
の
ア
ピ
ー
ル
。
そ
れ
は
「
三
五
、
ソ
ヴ
エ
ト
連
邦
の
勤
勢
者
！
　
ソ
連
邦
共
産
蕪
第
二
〇
同
大
會
の
諸
決
定
の
實
現

　
に
、
共
産
主
義
の
建
設
と
い
う
偉
大
な
事
業
に
わ
れ
わ
れ
の
全
力
を
動
員
し
よ
う
！
」
と
あ
る
。



（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

　
勤
勢
者
！

　
う
！
」

（
10
）

（
1
1
）

　
に
全
國
民
的
な
杜
會
主
義
競
雫
を
よ
り
一
暦
廣
範
に
展
開
し
よ
う
！

　
と
あ
る
。

（
12
）
　
一
九
五
八
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
の
第
四
五
の
ア
ピ
ー
ル
。

（
1
3
）
　
一
九
五
八
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
の
第
四
七
の
ア
ピ
；
ル
。

（
1
4
）
　
一
九
五
九
年
五
月
の
リ
ス
ト
の
第
四
三
の
ア
ピ
ー
ル
。
「
四
三
、
ソ
ヴ
エ
ト
連
邦
の
勤
勢
者
！
　
七
力
年
計
書
を
途
行
し
ま
た
超
過
遂
行
し
、
わ
が
國
の
樫

　
濟
と
文
化
の
新
た
な
堂
々
た
る
高
揚
、
吐
會
主
義
國
家
の
威
力
の
よ
り
一
暦
の
強
化
を
達
成
し
よ
う
！
　
共
産
主
義
建
設
の
新
た
な
勝
利
へ
、
前
進
せ
よ
！
」
と

　
あ
る
。

（
1
5
ノ
　
一
九
五
九
年
五
月
の
リ
ス
ト
の
第
四
四
の
ア
ピ
ー
ル
。

へ
1
6
4
　
一
九
五
九
年
五
月
の
リ
ス
ト
の
第
四
五
の
ア
ピ
ー
ル
。
「
四
五
、
ソ
ヴ
エ
ト
連
邦
の
勤
勢
者
！
　
す
べ
て
の
工
場
お
よ
び
建
設
所
、
す
べ
て
の
コ
ル
ホ
ー
ズ

　
お
よ
び
ソ
フ
ホ
ー
－
ズ
．
』
よ
る
七
力
年
計
董
の
途
行
と
超
過
途
行
の
た
め
に
闘
え
！
　
七
力
年
計
書
万
成
功
的
な
途
行
は
人
民
の
物
質
的
幅
祉
と
文
化
的
水
準
の
よ

　
り
一
暦
の
向
上
の
保
謹
で
あ
る
！
一
と
あ
る
こ
の
種
の
呼
掛
け
は
、
勿
論
一
九
五
九
年
五
月
の
リ
ス
ト
に
お
い
て
は
じ
め
て
登
場
し
て
い
る
。

（
17
）
　
一
九
五
尾
住
五
月
の
リ
ス
ト
の
第
四
六
の
ア
ピ
！
ル
。
「
四
六
、
都
市
お
よ
び
農
村
の
勤
螢
者
！
　
七
力
年
計
董
の
第
一
年
目
に
當
る
一
九
五
九
年
度
の
國

　
民
纏
濟
計
書
の
期
限
前
途
行
の
た
め
の
全
國
民
的
な
肚
會
主
義
競
雫
を
よ
り
一
暦
廣
範
に
展
開
し
よ
う
！
『
と
あ
る
。
勿
論
こ
の
種
の
呼
掛
け
は
一
九
五
九
年
五

　
月
以
後
の
リ
ス
ト
に
の
み
み
ら
れ
る
。

（
1
8
）
　
一
九
五
九
年
五
月
の
リ
ス
ト
て
は
そ
の
第
四
七
の
ア
ピ
ー
ル
。
す
な
わ
ち
「
四
七
、
共
産
主
義
建
設
者
の
最
右
翼
に
立
っ
生
産
の
先
駆
者
お
よ
び
革
新
者
に

　
　
　
最
近
の
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
（
自
冥
串
田
ε
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　
　
　
（
二
五
一
）

一
九
五
七
年
五
月
の
リ
ス
ト
の
第
三
六
の
ア
ピ
！
ル
。

一
九
五
七
年
五
月
の
リ
ス
ト
の
第
三
七
の
ア
ピ
ー
ル
。

一
九
五
七
年
五
月
の
リ
ス
ト
の
第
三
八
の
ア
ピ
ー
ル
。

一
九
五
七
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
で
は
そ
の
第
四
四
の
、
一
九
五
八
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
は
そ
の
第
三
七
の
ア
ピ
ー
ル
。

一
九
五
七
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
で
は
そ
の
第
四
五
の
、
一
九
五
八
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
は
そ
の
第
三
八
の
ア
ピ
ー
ル
。
そ
れ
は
「
三
八
、
ソ
ヴ
エ
ト
連
邦
の

　
　
全
國
民
的
な
吐
會
主
義
競
雫
を
よ
り
一
層
廣
範
に
展
開
し
よ
う
！
　
人
口
一
人
當
り
の
生
産
高
に
お
い
て
先
進
資
本
主
義
諸
國
に
追
付
ぎ
追
越
そ

と
あ
る
。

一
九
五
七
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
で
は
そ
の
第
四
六
の
、
一
九
五
八
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
は
そ
の
第
三
九
の
ア
ピ
：
ル
。

一
九
五
八
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
の
第
四
四
の
ア
ピ
ー
ル
。
そ
れ
は
「
四
四
、
ソ
ヴ
エ
ト
蓮
邦
の
勤
勢
者
！
　
わ
が
國
の
纒
濟
と
丈
化
の
新
た
な
高
揚
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
た
な
勢
働
功
績
を
も
つ
て
ソ
ヴ
エ
ト
連
邦
共
産
窯
第
二
一
同
大
會
を
記
念
し
よ
う
！
」



最
近
の
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
9
℃
器
ぴ
扇
江
4
に
つ
い
て

榮
光
あ
れ
！
」

（
1
9
）

（
2
0
）

（
2
1
）

（
2
2
）

（
2
3
）

二
四

（
二
五
二
）

　
勝
利
の
蓮
成
に
努
力
し
よ
う
！

（
2
4
）

　
九
五
九
年
度
の
國
民
経
濟
計
豊
…
：

（
2
5
）

　
設
さ
れ
て
い
る
。

（
2
6
）
　
こ
れ
ら
の
呼
掛
け
の
封
象
を
一
九
六
〇
年
五
月
の
リ
ス
ト
に
よ
つ
て
紹
介
し
て
み
る
と
、
「
五
〇
、
男
子
從
業
員
お
よ
び
女
子
從
業
員
、
技
師
、
技
手
お
よ

　
び
職
長
！
…
…
」
、
「
五
一
、
ソ
ヴ
エ
ト
連
邦
の
動
勢
者
！
…
…
」
、
「
五
二
、
工
業
、
建
設
お
よ
び
運
輸
の
從
業
員
！
」
、
「
五
三
、
重
工
業
…
…
。
重
工
業
從
業
員

　
に
榮
光
あ
れ
！
」
（
本
論
参
照
）
、
「
五
四
、
ソ
ヴ
エ
ト
の
冶
金
技
術
者
！
…
…
」
、
「
五
五
、
ソ
ヴ
エ
ト
の
動
力
工
業
從
業
員
、
爽
電
所
お
よ
び
邊
電
網
の
建
設
者
お

　
よ
び
機
械
組
立
技
師
！
…
…
」
、
「
五
六
、
機
械
製
作
工
業
從
業
員
！
…
…
」
、
「
五
七
、
石
油
お
よ
び
ガ
ス
エ
業
從
業
員
！
…
…
」
、
「
五
八
、
石
炭
工
業
從
業
員
！

　
・
…
：
」
、
「
五
九
、
化
學
工
業
從
業
員
！
…
…
」
、
「
六
〇
、
建
築
從
業
員
！
…
…
」
、
「
六
一
、
建
築
賓
材
工
業
從
業
員
！
…
…
」
、
「
六
二
、
林
業
、
木
材
加
工
お
よ

　
び
製
紙
工
業
從
業
員
！
…
…
」
と
な
る
。
「
石
油
お
よ
び
ガ
ス
工
業
從
業
員
」
と
「
石
炭
工
業
從
業
員
」
へ
の
呼
掛
け
は
一
九
五
九
年
五
月
以
後
の
リ
ス
ト
で
は

　
じ
め
て
別
個
に
取
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
一
九
五
九
年
一
一
月
以
前
の
リ
ス
ト
で
は
「
ソ
ヴ
エ
ト
の
動
力
工
業
從
業
員
、
獲
電
所
お
よ
び
邊
電
網
の
建
設
者

　
お
よ
び
機
械
組
立
技
師
」
へ
の
呼
掛
け
が
「
燃
料
工
業
從
業
員
」
へ
の
呼
掛
け
の
後
に
お
か
れ
て
い
た
こ
と
が
注
意
を
引
く
。

（
2
7
）
　
た
と
え
ば
一
九
五
八
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
で
は
「
林
業
、
木
材
加
工
お
よ
び
製
紙
從
業
員
！
　
よ
り
多
く
の
木
繊
維
、
標
準
家
屋
、
家
具
、
セ
ル
・
ー
ズ
お

　
よ
び
上
質
紙
を
國
家
に
引
渡
そ
う
！
」
（
傍
鮎
筆
者
）
と
あ
つ
た
が
、
一
九
五
九
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
は
傍
鮎
の
箇
所
が
「
．
：
・
：
木
繊
維
、
家
具
、
：
．
．
：
」
と
憂
つ

　
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ロ
　
　
　
セ
　
　
　
コ
　
　
　
や
　
　
　
じ
　
　
　
ち
　
　
　
ね
　
　
　
じ
　
　
　
ち
　
　
　
セ
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
じ
　
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
り
　
　
　
じ
　
　
　
ち

（
2
8
）
　
た
と
え
ば
一
九
五
八
年
一
一
月
以
前
の
リ
ス
ト
で
は
「
工
業
、
建
設
お
よ
び
運
輸
の
從
業
員
！
　
進
歩
的
な
樫
験
を
生
産
の
内
に
移
植
せ
よ
！
　
技
術
の
進

　
め
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
コ
　
　
む
　
　
ち
　
　
う
　
　
ち
　
　
む
　
　
じ
　
　
ら
　
　
セ
　
　
ち
　
　
む
　
　
ヤ
　
　
じ
　
　
む
　
　
ち
　
　
ち

　
歩
お
よ
び
全
力
的
な
勢
働
生
産
性
の
向
上
の
た
め
に
闘
え
！
」
（
傍
黙
筆
者
）
と
あ
つ
た
が
、
一
九
五
八
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
で
は
傍
鮎
の
箇
所
が
「
進
歩
的
な

　
　
　
　
と
あ
る
こ
の
呼
掛
け
は
、
一
九
五
八
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
に
登
揚
し
て
い
る
。

一
九
五
九
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
の
第
四
五
の
ア
ピ
ー
ル
。

一
九
五
九
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
の
第
四
七
の
ア
ピ
ー
ル
。

一
九
五
九
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
の
第
四
八
の
ア
ピ
ー
ル
。
内
容
は
一
九
五
九
年
五
月
の
リ
ス
ト
の
第
四
五
の
ア
ピ
ー
ル
と
同
一
で
あ
る
（
註
1
6
滲
照
）
。

一
九
六
〇
年
五
月
の
リ
ス
ト
の
第
四
五
の
ア
ピ
ー
ル
。
一
九
五
九
年
五
月
の
リ
ス
ト
の
第
四
三
の
ア
ピ
ー
ル
と
内
容
的
に
は
攣
つ
て
な
い
（
註
1
4
参
照
）
。

一
九
六
〇
年
五
月
の
リ
ス
ト
の
第
四
六
の
ア
ピ
ー
ル
。
「
四
六
、
都
市
お
よ
び
農
村
の
勤
勢
者
！
　
最
短
期
間
に
お
け
る
贅
本
主
義
と
の
卒
和
的
な
競
箏
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
口
一
人
當
り
の
生
産
高
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
に
追
付
ぎ
追
越
そ
う
！
」
と
あ
る
。

一
九
六
〇
年
五
月
の
リ
ス
ト
の
第
四
七
の
ア
ピ
ー
ル
。
内
容
的
に
は
一
九
五
九
年
五
月
の
リ
ス
ト
の
第
四
六
の
ア
ピ
ー
ル
と
同
一
で
あ
る
。
も
つ
と
も
「
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
」
は
「
一
九
六
〇
年
度
の
國
民
経
濟
計
蚤
…
…
」
と
修
正
さ
れ
て
い
る
（
註
1
7
参
照
）
。

た
と
え
ば
「
生
産
の
先
騒
者
お
よ
び
革
新
者
一
へ
の
呼
掛
け
（
一
九
五
九
年
五
月
の
リ
ス
ト
の
そ
れ
は
註
1
8
参
照
）
が
一
九
五
八
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
で
新



　
経
験
と
新
し
い
技
術
を
生
産
の
内
に
移
植
せ
よ
！
　
技
術
の
進
歩
お
よ
び
全
力
的
な
勢
働
生
産
性
向
上
の
た
め
に
…
…
」
と
、
一
九
五
九
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
ば

　
「
綜
合
的
な
機
械
と
自
動
化
を
生
産
の
内
に
よ
り
廣
範
に
移
植
せ
よ
！
　
よ
り
一
暦
の
技
術
的
進
歩
の
た
め
、
勢
働
生
産
性
の
木
断
の
檜
大
の
た
め
に
執
拗
に
．
：

　
…
」
と
改
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
一
九
五
八
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
で
は
「
五
四
、
燃
料
工
業
從
業
員
！
　
國
家
計
豊
の
途
行
と
超
過
途
行
の
た
め
に
闘
え
！
　
ガ

　
ス
工
業
を
よ
り
速
か
に
議
達
さ
せ
よ
！
　
よ
り
多
く
の
石
炭
、
石
油
お
よ
び
ガ
ス
を
國
に
引
渡
そ
う
！
」
と
あ
つ
た
が
、
一
九
五
九
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
は
「
五

　
五
、
石
油
お
よ
び
ガ
ス
工
業
從
業
員
！
　
石
油
お
よ
び
ガ
ス
の
新
し
い
埋
藏
地
開
登
の
速
度
を
不
断
に
高
め
よ
！
　
製
油
工
場
の
効
率
を
高
め
よ
！
　
新
し
い
施

　
設
の
建
設
と
ガ
ス
管
敷
設
の
期
間
を
短
縮
せ
よ
！
　
よ
り
多
く
の
石
油
お
よ
び
ガ
ス
を
國
に
引
渡
そ
う
！
」
、
「
五
六
、
石
炭
工
業
從
業
員
！
　
効
果
的
な
石
炭
探

　
掘
方
法
を
よ
り
廣
範
に
移
植
せ
よ
！
　
原
償
を
引
下
げ
、
石
炭
の
品
質
を
高
め
よ
！
」
と
あ
る
。

（
2
9
）
　
こ
れ
ら
の
呼
掛
け
の
鋤
象
を
一
九
六
〇
年
五
月
の
リ
ス
ト
に
よ
つ
て
紹
介
し
て
み
る
と
、
「
六
三
、
輕
工
業
從
業
員
！
…
…
」
、
「
六
四
、
食
品
工
業
從
業
員
！

　
…
：
」
、
「
六
五
、
漁
業
從
業
員
！
…
…
」
、
「
六
六
、
ソ
ヴ
エ
ト
の
蓮
輸
從
業
員
！
…
…
」
、
「
六
七
、
通
信
機
關
從
業
員
！
…
…
」
、
「
六
八
、
地
方
的
産
業
お
よ
び

　
協
同
組
合
的
産
業
の
從
業
員
！
…
…
」
と
な
る
。

（
3
0
）
　
一
九
五
八
年
一
一
月
以
前
の
リ
ス
ト
で
は
「
輕
工
業
從
業
員
！
　
よ
り
多
く
の
良
質
の
そ
し
て
美
麗
な
繊
維
製
品
、
立
派
な
衣
類
、
耐
久
力
の
あ
る
優
美
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
セ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
む
　
　
ち

　
履
物
お
よ
び
そ
の
他
の
日
常
必
需
品
を
引
渡
そ
う
！
」
（
傍
黙
筆
者
）
と
あ
つ
た
が
、
一
九
五
九
年
五
月
お
よ
び
一
一
月
の
リ
ス
ト
で
は
傍
鮎
の
箇
所
が
「
．
．
：
：
一

　
般
必
需
品
を
勤
螢
者
に
…
…
」
と
、
一
九
六
〇
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
は
「
…
…
目
常
必
需
品
を
ソ
ヴ
エ
ト
人
に
・
…
：
」
と
改
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
引

　
渡
さ
れ
る
べ
き
封
象
の
表
現
に
み
ら
れ
る
愛
化
に
は
興
味
が
あ
ろ
う
。

（
3
1
）
　
こ
れ
ら
の
呼
掛
け
の
繋
象
を
一
九
六
〇
年
五
月
の
リ
ス
ト
に
よ
つ
て
紹
介
す
る
と
、
「
六
九
、
男
子
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
お
よ
び
女
子
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
、
ソ
フ
ホ

　
ー
ズ
お
よ
び
P
T
C
從
業
員
、
農
業
專
門
家
！
…
…
」
、
「
七
〇
、
農
業
の
辛
螢
者
！
…
…
」
、
「
七
一
、
男
子
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
お
よ
び
女
子
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
！
…

　
…
」
、
「
七
二
、
男
子
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
お
よ
び
女
子
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
！
…
…
」
、
「
七
三
、
ソ
フ
ホ
ー
ズ
從
業
員
！
…
…
」
、
「
七
四
、
未
開
墾
地
の
辛
勢
者
！
…
…
」
、

　
「
七
五
、
男
子
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
お
よ
び
女
子
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
、
ソ
フ
ホ
ー
ズ
從
業
員
お
よ
び
農
業
專
門
家
！
…
…
」
で
あ
る
。
な
お
農
業
關
係
の
呼
掛
け
に
綬
い

　
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
呼
掛
け
が
お
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
一
九
六
〇
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
は
「
七
六
、
ソ
ヴ
エ
ト
の
通
商
お
よ
び
杜
會
給
養
施
設
の
從

　
業
員
！
　
住
昆
へ
の
奉
仕
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
闘
え
！
　
需
要
を
よ
り
よ
く
つ
か
み
そ
し
て
勤
勢
者
の
檜
大
す
る
欲
求
に
感
じ
よ
！
」
と
あ
る
。

（
32
）
　
た
と
え
ば
一
九
五
七
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
は
「
五
四
、
男
子
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
お
よ
び
女
子
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
、
M
T
C
お
よ
び
ソ
フ
ホ
ー
ズ
從
業
員
、
農
業
專

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
じ
　
　
　
ち
　
　
　
い

　
門
家
！
　
よ
り
多
く
の
穀
物
、
食
肉
、
牛
乳
、
原
綿
、
羊
毛
、
亜
麻
、
馬
鈴
薯
、
野
薬
お
よ
び
そ
の
他
の
農
産
物
を
國
家
に
引
渡
そ
う
！
」
（
傍
貼
筆
者
）
と
あ

　
つ
た
が
、
一
九
五
七
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
で
は
傍
鮎
の
箇
所
が
「
…
…
ピ
ー
ト
、
馬
鈴
薯
、
野
薬
、
果
實
お
よ
び
…
…
」
と
改
め
ら
れ
、
一
九
五
八
年
五
月
の
リ

　
ス
ト
で
は
「
六
〇
、
男
子
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
お
よ
び
女
子
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
、
ソ
フ
ホ
ー
ズ
、
P
T
C
お
よ
び
M
T
C
從
業
員
、
農
業
專
門
家
！
　
勢
働
の
生
産
性
を

　
　
　
最
近
の
プ
リ
ズ
ィ
！
ヴ
ィ
（
＝
℃
器
ぴ
田
匡
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
　
　
（
二
五
三
）



最
近
の
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
（
目
慧
撃
田
ε
に
つ
い
て

二
六

（
二
五
四
）

　
高
め
そ
し
て
農
業
生
産
物
の
原
債
を
引
下
げ
よ
！
　
よ
り
多
く
の
穀
物
、
食
肉
、
牛
乳
、
原
綿
、
羊
毛
、
亜
麻
、
ビ
ー
ト
、
馬
鈴
薯
、
野
菓
、
果
實
お
よ
び
そ
の

　
他
の
農
産
物
を
租
國
に
引
渡
そ
う
！
」
と
あ
る
が
、
　
一
九
五
八
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
で
は
「
六
七
、
男
子
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
お
よ
び
女
子
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
、
ソ
フ
ホ

　
ー
ズ
お
よ
び
P
T
C
從
業
員
、
農
業
専
門
家
ξ
　
よ
り
多
く
の
穀
物
、
食
肉
、
牛
乳
、
羊
毛
、
原
綿
、
亜
麻
、
ビ
ー
ト
、
馬
鈴
薯
、
野
薬
、
果
實
お
よ
び
そ
の
他

　
の
農
産
物
を
祀
國
に
引
渡
そ
う
！
　
農
業
牧
穫
率
の
全
力
的
な
向
上
と
農
産
物
原
償
の
引
下
げ
の
た
め
に
闘
え
！
」
（
傍
鮎
筆
者
）
と
、
ま
た
一
九
五
九
年
五
月

　
の
リ
ス
ト
で
は
傍
貼
の
箇
所
が
「
…
…
羊
毛
、
鶏
卵
、
原
綿
、
亜
庇
、
甜
薬
、
馬
鈴
薯
、
…
…
」
と
改
め
ら
れ
て
い
る
。

（
3
3
）
　
一
九
六
〇
年
五
月
の
リ
ス
ト
の
第
七
五
の
ア
ピ
ー
ル
。
な
お
こ
の
呼
掛
け
は
一
九
五
九
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
新
設
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
「
七
五
、
男
子
コ

　
ル
ホ
ー
ズ
員
お
よ
び
女
子
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
、
採
算
の
と
れ
る
よ
う
農
業
経
濟
を
管
理
せ
よ
、
よ
り
よ
く
土
地
を
利
用
せ
よ
1
　
輪
作
を
よ
り
す
ば
や
く
せ
よ
！

　
生
産
革
新
者
の
経
験
と
科
學
の
成
果
を
よ
り
廣
く
利
用
せ
よ
、
勢
働
の
生
産
性
を
高
め
よ
！
　
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
當
り
の
よ
り
多
く
の
農
牧
量
の
獲
得
に
努
力

　
せ
よ
！
」
と
あ
り
、
ま
た
一
九
五
九
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
で
は
「
七
八
、
男
子
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
お
よ
び
女
子
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
、
ソ
フ
ホ
ー
ズ
從
業
員
お
よ
び
農
業

　
專
門
家
！
　
採
算
の
と
れ
る
よ
う
経
螢
を
管
理
せ
よ
、
よ
り
よ
く
土
地
を
利
用
せ
よ
、
輪
作
を
よ
り
す
ば
や
く
せ
よ
！
　
全
力
を
あ
げ
て
農
業
技
術
を
高
め
よ
！

　
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
當
り
の
よ
り
多
く
の
農
牧
量
の
獲
得
に
努
力
せ
よ
！
」
と
あ
る
。

（
3
4
）
　
こ
れ
ら
の
呼
掛
け
の
封
象
は
一
九
六
〇
年
五
月
の
リ
ス
ト
に
よ
る
と
、
「
七
七
、
ソ
ヴ
エ
ト
の
公
務
員
！
…
…
」
、
「
七
八
、
學
者
お
よ
び
高
等
教
員
！
…
…
」
、

　
「
七
九
、
ソ
ヴ
エ
ト
の
科
學
者
、
技
師
、
技
手
、
勢
働
者
！
…
…
」
、
「
八
O
、
丈
學
お
よ
び
藝
術
の
活
動
家
！
…
…
」
、
「
八
一
、
印
刷
、
　
ラ
ジ
オ
お
よ
び
テ
レ
ビ

　
ジ
ョ
ン
、
出
版
お
よ
び
丈
化
・
啓
蒙
機
關
の
勤
務
員
1
…
…
」
、
「
八
二
、
教
育
者
！
…
…
」
、
「
馨
療
機
關
の
勤
務
員
！
…
…
」
で
あ
る
。
前
記
し
た
第
七
九
の
ア

　
ピ
ー
ル
は
人
口
惑
星
の
打
上
げ
に
貢
献
し
た
科
學
者
・
技
師
・
技
手
・
勢
働
者
に
逡
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
種
の
呼
掛
け
は
一
九
五
九
年
一
一
月
の
リ
ス
ト

　
で
は
勤
螢
者
一
般
を
封
象
と
し
た
諸
ア
ピ
ー
ル
の
内
に
組
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
一
九
五
七
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
に
は
大
陸
間
弾
道
弾
の
完
成
に
寄
與
し
た

　
「
ソ
ヴ
エ
ト
の
科
學
者
、
螢
働
者
お
よ
び
技
師
」
へ
の
呼
掛
け
（
第
七
一
の
ア
ピ
ー
ル
）
が
み
ら
れ
る
。

（
35
）
　
「
八
一
、
印
刷
、
ラ
ジ
オ
お
よ
び
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ソ
、
出
版
お
よ
び
丈
化
・
啓
蒙
機
關
の
勤
務
員
！
　
常
勝
の
共
産
主
義
思
想
、
進
歩
的
な
経
験
、
人
類
の
蓄

　
積
し
た
精
紳
的
な
富
を
大
衆
に
倦
ま
ず
傳
え
る
案
内
人
た
れ
！
」
と
あ
る
。

（
3
6
）
　
こ
の
呼
掛
け
の
登
場
は
一
九
五
七
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
に
は
じ
ま
る
。
一
九
五
七
年
五
月
以
前
の
リ
ス
ト
で
は
「
マ
ル
ク
ス
ー
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
旗
の
下
に
、

　
共
産
蕪
の
指
導
の
下
に
1
共
産
主
義
の
勝
利
へ
、
前
進
せ
よ
！
」
と
い
う
呼
掛
け
、
す
な
わ
ち
一
九
五
七
年
一
一
月
以
後
の
リ
ス
ト
で
は
絡
り
か
ら
二
番
目
の

　
呼
掛
け
1
一
九
六
〇
年
五
月
の
リ
ス
ト
を
例
に
と
る
と
そ
の
第
九
六
の
ア
ピ
ー
ル
に
當
る
ー
を
も
つ
て
閉
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
37
）
　
前
章
の
註
4
参
照
。

（
銘
）
　
本
論
で
は
指
摘
し
て
い
な
い
が
、
「
共
産
主
義
の
建
設
者
で
あ
る
偉
大
な
ソ
ヴ
エ
ト
人
民
萬
歳
！
」
と
い
う
呼
掛
け
が
一
九
五
七
年
一
一
月
お
よ
び
一
九
五



　
八
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
で
は
除
去
さ
れ
て
い
る
。

（
3
9
）
　
一
九
五
八
年
一
一
月
以
前
の
リ
ス
ト
で
は
「
ソ
ヴ
エ
ト
の
勢
働
組
合
！
　
勤
勢
者
の
創
造
的
積
極
性
を
嚢
達
さ
せ
よ
、
生
産
管
理
に
勢
働
者
を
よ
り
廣
範
に

　
引
入
れ
よ
！
　
勢
働
者
お
よ
び
公
務
員
の
物
質
的
福
祉
と
交
化
的
水
準
の
よ
り
一
暦
の
向
上
に
倦
む
こ
と
な
く
配
慮
せ
よ
！
」
と
あ
つ
た
が
、
　
一
九
五
九
年
五
月

　
以
後
の
リ
ス
ト
で
は
「
ソ
ヴ
エ
ト
の
勢
働
組
合
！
　
勢
働
者
階
級
お
よ
び
イ
ソ
テ
リ
ゲ
ソ
ツ
ィ
ア
の
創
造
的
な
才
能
と
積
極
性
を
全
力
を
あ
げ
て
登
達
さ
せ
よ
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
じ
　
　
　
ち
　
　
　
り
　
　
　
も
　
　
　
じ
　
　
　
セ
　
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
ヤ

　
螢
働
者
と
公
務
員
の
物
質
的
幅
祉
と
文
化
的
水
準
の
よ
り
一
層
の
向
上
に
倦
む
こ
と
な
く
配
慮
せ
よ
！
　
七
力
年
計
書
の
途
行
に
勤
勢
者
の
努
力
を
動
員
せ

　
よ
！
」
（
傍
黙
筆
者
。
な
お
こ
の
傍
鮎
の
箇
所
が
一
九
六
〇
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
は
、
「
よ
り
大
き
な
配
慮
を
」
と
、
ま
た
「
あ
ら
ゆ
る
努
力
」
　
と
改
め
ら
れ
て

　
い
る
）
と
あ
り
、
ま
た
一
九
五
八
年
五
月
以
後
の
リ
ス
ト
で
は
「
青
年
男
女
！
　
わ
が
偉
大
な
人
民
の
立
派
な
息
子
と
娘
、
擁
ま
ぬ
共
産
主
義
建
設
者
た
れ
！
」

　
と
、
一
九
五
八
年
一
一
月
の
リ
ス
ト
で
は
「
青
年
男
女
！
　
共
産
主
義
的
な
生
活
と
勢
働
を
學
べ
！
　
積
極
的
な
ま
た
擁
ま
ね
共
産
主
義
建
設
者
た
れ
！
」
と
あ

　
っ
た
が
、
一
九
五
九
年
五
月
以
後
の
リ
ス
ト
で
は
「
男
子
共
産
青
年
同
盟
員
お
よ
び
女
子
共
産
青
年
同
盟
員
、
ソ
ヴ
エ
ト
の
若
者
！
　
共
産
主
義
的
な
生
活
と
螢

　
働
を
學
べ
！
　
す
ぐ
れ
た
倫
理
性
を
育
成
せ
よ
！
　
意
識
的
な
擁
ま
ぬ
共
産
主
義
建
設
者
た
れ
！
」
と
あ
る
。

む

す

び

　
以
上
、
一
九
五
七
年
の
メ
ー
デ
ー
か
ら
一
九
六
〇
年
の
メ
ー
デ
ー
に
至
る
ま
で
の
間
の
諸
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
す
な
わ
ち
諸
リ
ス
ト
を
相
互
に
比

較
検
討
し
、
特
に
第
二
樂
章
的
な
お
よ
び
第
三
樂
章
的
な
諸
ア
ピ
ー
ル
に
現
わ
れ
た
攣
化
の
著
し
い
も
の
を
具
髄
的
に
指
摘
し
て
み
た
。
そ
こ
に

お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
個
々
の
攣
化
が
第
一
樂
章
的
な
諸
ア
ピ
ー
ル
な
ら
び
に
ソ
ヴ
エ
ト
の
勤
勢
者
一
般
を
封
象
と
し
た
諸
ア
ピ
ー
ル
に
み
ら
れ

た
主
題
上
の
襲
展
に
封
慮
し
て
、
よ
り
正
確
に
い
え
ば
基
礎
づ
け
ら
れ
て
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
提
示
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
世
界

李
和
の
確
保
と
肚
會
主
義
陣
螢
の
結
束
の
強
化
と
い
う
主
題
の
高
ま
り
・
加
速
度
的
な
強
調
は
、
肚
會
主
義
諸
國
を
個
別
に
封
象
と
し
た
諸
ア
ピ

ー
ル
の
配
列
上
の
攣
化
、
か
か
る
ア
ピ
ー
ル
ヘ
の
「
永
遠
の
」
と
い
う
一
語
の
挿
入
な
ど
に
、
あ
る
い
は
ま
た
非
肚
會
主
義
諸
國
を
個
別
に
封
象

と
し
た
諸
ア
ピ
ー
ル
に
お
い
て
特
に
頻
度
を
加
え
る
に
至
つ
た
「
李
和
」
と
い
う
語
の
使
用
な
ど
に
投
影
さ
れ
て
お
り
、
七
ヵ
年
計
叢
の
途
行
と

い
う
主
題
的
上
の
攣
化
は
、
勤
螢
者
を
個
別
に
封
象
と
す
る
諸
ア
ピ
ー
ル
に
み
ら
れ
た
種
々
の
具
髄
的
な
訴
え
ま
た
は
要
求
の
修
正
・
攣
更
と
な

　
　
　
最
近
の
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
（
＝
勺
蕊
ぴ
田
＝
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
　
　
　
（
二
五
五
）



　
　
　
最
近
の
ゾ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
（
『
も
器
＝
票
一
）
に
っ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
　
　
　
（
二
五
六
）

つ
て
現
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
諸
ア
ピ
ー
ル
に
現
わ
れ
た
個
々
の
攣
化
の
足
跡
は
、
呼
掛
け
る
主
髄
の
封
外
政
策
お
よ
び
封
内
政
策
一
般
の
嚢
展

過
程
あ
る
い
は
そ
の
個
別
的
・
現
實
的
な
態
様
を
知
る
上
の
貴
重
な
手
掛
り
と
も
な
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
中
華
人
民
共
和
國
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
人
民
に
は
敢
え
て
「
偉
大
な
」
と
い
う
語
が
冠
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
「
熱
い
挨
拶
」
を
邊
ら
れ
て
い
る
非
肚
會
主
義
國
へ
の
呼
掛
け
は

そ
の
内
容
に
し
ば
し
ば
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
い
ず
れ
も
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
ソ
ヴ
エ
ト
の
勤
螢
者
を
個
別
に
封
象

と
し
た
諸
ア
ピ
ー
ル
に
つ
い
て
は
述
べ
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
勿
論
、
諸
ア
ピ
ー
ル
に
み
ら
れ
る
個
々
の
具
謹
的
な
攣
化
を
綜
合
的
・
統
一
的
に

把
握
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
ま
す
ま
す
多
く
の
間
題
黙
が
展
示
さ
れ
、
検
討
さ
れ
る
べ
き
領
域
は
接
大
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
一
九
五
七
年
の
メ
ー
デ

ー
か
ら
一
九
六
〇
年
の
メ
ー
デ
ー
に
至
る
間
の
諸
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
を
展
望
す
る
と
、
そ
こ
に
新
し
い
動
き
が
、
い
い
か
え
る
と
諸
他
の
プ
リ
ズ

ィ
ー
ヴ
ィ
乃
至
は
ア
ピ
ー
ル
と
の
關
連
に
お
い
て
特
に
注
目
さ
れ
る
べ
き
攣
化
が
現
わ
れ
て
い
る
。
個
々
の
ア
ピ
ー
ル
に
つ
い
て
い
え
ば
、
一
九

五
七
年
二
月
の
リ
ス
ト
に
お
け
る
「
共
産
黛
」
・
「
勤
螢
者
代
議
員
諸
ソ
ヴ
エ
ト
」
・
「
ソ
ヴ
エ
ト
の
勢
働
組
合
」
・
「
ソ
ヴ
エ
ト
の
婦
人
」
・
「
共
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

青
年
同
盟
」
の
五
ア
ピ
ー
ル
の
第
一
樂
章
的
な
諸
ア
ピ
ー
ル
と
し
て
の
取
扱
い
、
一
九
五
七
年
一
一
月
以
後
の
リ
ス
ト
に
お
け
る
「
勤
勢
者
代
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

員
諸
ソ
ヴ
エ
ト
」
・
「
共
産
主
義
」
の
ニ
ア
ピ
ー
ル
の
登
場
、
一
九
五
八
年
五
月
お
よ
び
コ
月
の
リ
ス
ト
の
み
に
お
け
る
「
螢
働
者
階
級
」
・
「
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

ル
ホ
ー
ズ
農
民
」
・
「
イ
ン
テ
リ
ゲ
ソ
ツ
ィ
ァ
」
へ
の
三
ア
ピ
ー
ル
の
登
場
、
一
九
五
八
年
五
月
以
後
の
リ
ス
ト
に
お
け
る
「
ソ
ヴ
エ
ト
政
府
」
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

の
ア
ピ
ー
ル
の
登
場
、
一
八
五
八
年
二
月
以
後
の
リ
ス
ト
に
お
け
る
「
ソ
蓮
邦
共
産
窯
第
一
二
同
大
會
」
に
つ
い
て
の
ア
ピ
ー
ル
の
登
場
が
、

そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
す
べ
て
の
リ
ス
ト
に
み
ら
れ
る
「
ソ
ヴ
エ
ト
の
軍
事
力
」
・
「
勢
働
者
階
級
と
コ
ル
ホ
ー
ズ
農
民
」
・
「
ソ
蓮
邦
の
諸
民
族
」

　
　
　
　
　
（
6
）

へ
の
ア
ピ
ー
ル
も
注
覗
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。

　
一
般
に
、
ア
ピ
ー
ル
の
新
設
・
除
去
は
無
論
の
こ
と
、
配
列
の
墜
更
あ
る
い
は
内
容
に
た
い
す
る
修
正
・
攣
更
も
、
本
論
の
記
述
に
お
い
て
明

ら
か
な
よ
う
に
、
絶
え
ず
、
諸
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
の
蓮
績
性
の
保
持
と
い
う
愼
重
な
配
慮
の
上
に
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
か
、
い
ず
れ
の

プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
も
醤
套
墨
守
的
な
性
格
が
強
い
。
し
か
る
に
、
前
記
の
よ
う
な
諸
ア
ピ
ー
ル
の
出
現
、
新
し
い
動
き
が
認
め
ら
れ
る
。
プ
リ
ズ



イ
！
ヴ
ィ
作
成
者
の
意
圖
は
ど
こ
に
あ
つ
た
の
か
。
も
つ
と
も
劃
内
的
な
政
治
的
領
域
に
か
か
わ
る
こ
の
動
き
・
方
向
を
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
の
み

を
通
し
て
剣
然
と
具
象
化
す
る
こ
と
は
、
今
の
と
こ
ろ
で
は
、
困
難
で
あ
る
ば
か
り
か
ま
た
危
瞼
で
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
最
近
の
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ

ィ
に
、
世
界
手
和
の
確
保
・
杜
會
主
義
陣
螢
の
結
束
の
彊
化
と
い
う
劃
外
的
な
主
題
と
七
ヵ
年
計
邊
の
途
行
と
い
う
封
内
的
な
、
経
濟
的
な
主
題

の
登
展
に
封
磨
す
る
封
内
的
な
、
政
治
的
な
主
題
定
立
へ
の
努
力
乃
至
ば
そ
の
た
め
の
苦
慮
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
差
支
え
あ
る
ま
い
。

か
か
る
努
力
の
方
向
乃
至
は
苦
慮
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
取
上
げ
よ
う
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

第
一
章
註
4
参
照
。

第
二
章
註
3
6
参
照
。

第
二
章
註
3
8
参
照
。

第
一
章
「
第
一
樂
章
的
な
諸
ア
ピ
ー
ル
」
参
照
。

一
九
五
八
年
五
月
の
リ
ス
ト
で
は
そ
の
第
八
四
の
ア
ピ
ー
ル
。

第
二
章
の
本
論
、
註
1
参
照
。

そ
れ
は
「
八
四
、
わ
が
愛
す
る
ソ
ヴ
エ
ト
政
府
萬
歳
！
」
と
あ
る
。

最
近
の
プ
リ
ズ
ィ
ー
ヴ
ィ
（
コ
℃
器
ぴ
田
屠
）
に
つ
い
て

二
九

（
二
五
七
）


